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 開 議 

○議長（小椋孝一君）    既定の定足数に達しておりますので、これから本日の会議

を開きます。 

  それでは、日程に入ります。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 一般質問 

○議長（小椋孝一君）    日程第１、一般質問を行います。 

  順番に発言を許します。 

  ２番、町田富枝子君。 

（２番 町田富枝子君 登壇） 

○２番（町田富枝子君）    私のほうから、３点にわたって一般質問をさせていただ

きます。 

  まず１点目の赤ちゃんの駅と移動式赤ちゃんの駅についてでございます。 

  ①といたしまして、赤ちゃんの駅についてお尋ねいたします。 

  赤ちゃんの駅については、昨年の第２回定例会で一般質問させていただき、当時の課

長より、子育て支援の面より、このような利用が可能な施設等について一括し統一した

周知をすることは住民のサービスの向上に寄与するものと思われますので、赤ちゃんの

駅事業を含めて周知方法について検討してまいりたいとの答弁をいただいていおりまし

た。ところがその後その件については何も返事がなく、どうなったのかと思っていたと

ころ、たまたま開いた紀美野町のホームページに、おむつがえや授乳などで御利用いた

だける施設ということで５カ所の施設が掲載されていました。このような場所を開設し

ていただいたことはとてもうれしく、外部から訪れる赤ちゃん連れのお母さんにとって

も朗報ですが、赤ちゃんの駅でインターネット検索しても出てきません。赤ちゃんの駅

という名前は皆さんの周知するところだと思うのですが、赤ちゃんの駅という名前でな

いのはなぜでしょうか、お伺いいたします。 

  ②移動式赤ちゃんの駅についてでございます。 

  移動式赤ちゃんの駅についても現課長から、夏祭りや農林商工祭り等の野外イベント

の多くは木のぬくもり広場やふれあい公園で行われることが多いため、文化センターや
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ふれあい公園の設備が利用可能であるとの答弁をいただいていますが、ことし７月、紀

美野町スポーツ公園で２０１４年度全日本社会人ホッケー選手権大会が開催されました。

私も観戦に行かせていただきましたが、何人かの赤ちゃん連れのお母さんに出会いまし

た。お聞きすると、選手の御家族だということでした。来年は和歌山国体で、選手の御

家族や友人の方たちが多く紀美野町を訪れていただけるものと思っています。 

  また、地域おこし等で各地にいろいろな催しが開催され、多くのお客さんが当町を訪

れています。移動式の赤ちゃんの駅を１つ町で用意をして貸し出しできるようにすれば

大変便利であると思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

  ２点目の介護支援ボランティアポイント事業の導入についてでございます。 

  先日、女性議員２名で地域福祉政策についての講義を受けてまいりました。２０２５

年には６５歳以上の高齢者数は３,６５７万人となり、２０４２年にはピークを迎える

予測です。超高齢化社会を迎えるに当たり、各自治体では重度の要介護状態となっても

住みなれた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療、

介護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築に取

り組んでいます。地域包括ケアシステムについては一つの正解があるものではなく、そ

れぞれの地域の特性に応じたシステムを構築していかなければならないと認識していま

す。紀美野町に住む全ての方々が安心して、この地域で暮らせるよう、地域住民も一体

となって取り組むべきものだと考えています。 

  さて、講義の中で事例として、元気な高齢者のパワーを生かすヨコハマいきいきポイ

ント事業の紹介がありました。内容を紹介しますと、元気な高齢者が介護施設などでボ

ランティア活動を行うとポイントになるというもので、登録ボランティアは、この書類

をつくった時点で８,６４２名。私たちが講義を受けた１１月の時点では１万人を突破

したと言っておりました。内訳は６０代３割、７０代６割、男女比は１対３だそうです。

受け入れ施設は３２６施設で、地域、ケアプラザ、特養、老健施設などで行事のお手伝

いをしたり話し相手をしたりします。これらの数値は町とは比べられませんが、ボラン

ティアに参加してどうだったかの問いに、役に立った、元気が得られた、健康につなが

っていると思う、ボランティア仲間ができた、元気がもらえる、自分の生活に張り合い

ができた等の回答が寄せられていました。いきいきポイント登録者の最高齢は９３歳だ

そうです。この事例からもわかるように、ボランティアに参加することで生きがいを見

つけ、人の役に立つことで自分も元気になっていくという好循環が生まれます。紀美野
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町はボランティア活動が活発に行われていると思いますが、さらに多くの方が取り組め

るようポイント制度を導入してはどうでしょうか、お伺いいたします。 

  それから３点目ですが、所有者不明の土地や建物の苦情相談窓口について、お伺いい

たします。 

  近年、空き家等の増加により、雑草が伸び放題になっている、木が大きくなり過ぎて

日が当たらない、大風が吹いたときに危険などのトラブルを相談されることがよくあり

ます。民々のことは民々で解決するのは当然のことだと思いますが、空き家になってい

る場合どこへ連絡すればいいのかわからない等の問題もあります。今後ますますこうい

った問題が起こり得ると思うので、改めて町はどういった対応をしてくれるのかお伺い

いたします。 

  以上です。 

（２番 町田富枝子君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 登壇） 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    町田議員の１番目と２番目の御質問にお答えいた

します。 

  １つ目の御質問で赤ちゃんの駅と移動式赤ちゃんの駅についてでございます。 

  赤ちゃんの駅事業は、乳幼児、保護者等が外出の際、おむつがえや授乳に利用できる

スペース、またミルク用のお湯を調達できる施設を赤ちゃんの駅として登録し、広く周

知し、安心して外出をすることができるよう環境整備を行う事業と聞いてございます。 

  平成２５年６月議会の一般質問にもございましたが、紀美野町ホームページでおむつ

がえや授乳などで利用いただける施設の紹介を行ったところでございます。赤ちゃんの

駅という表現になっておりませんが、特に理由はございません。今後、名称等について

変更してまいりたいと考えます。 

  次に、野外のイベント等で利用可能な移動式テントの貸し出しにつきましては、現在

のところ貸し出し等に関する問い合わせや要望等はございません。施設を伴う行事にお

いては、それぞれの施設を有効利用していただきたいと考えております。移動式テント

につきましては空調管理ができない欠点があり、テント等の購入に関しましてはより慎

重な検討が必要と考えています。 

  なお、来年、本町で開催される紀の国わかやま国体ホッケー競技会場につきましては、
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導入の方向で検討してまいりたいと考えておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。以上、答弁といたします。 

  次に、町田議員の２つ目の御質問にお答えいたします。 

  ２つ目の質問で、介護支援ボランティア事業の導入についてでございます。 

  超高齢社会においては、ボランティア活動は生きがいや介護予防につながる一つの手

段であり、ひいては介護保険料の軽減につながるものと考えております。 

  議員御紹介のとおり横浜市のヨコハマいきいきポイント事業は、満６５歳以上の市民

が介護施設で行事の手伝いや食事の介助、補助などの活動を行った場合にポイントがた

まり、たまったポイントに応じて換金・寄附ができる仕組みとなっています。内容は、

指定された研修を受けた方が市が指定した介護保険事業所や病院、地域子育て支援拠点、

ボランティア団体が行う高齢者を対象とした定期的な配食・会食サービス、行政が行う

介護予防事業の補助等でございます。 

  ポイントにつきましては、１回おおむね３０分以上の活動で２００ポイントが付与さ

れ、活動するたびに累積され、１,０００ポイント以上たまると１ポイント１円で換

金・寄附することができます。ただし、１日当たり２００ポイントを超えたもの、また

は年間８,０００ポイントを超えたものは換金・寄附ができない仕組みで、その他協賛

企業の割り引き等もあるということでした。 

  課題につきましては、ポイント換金の財源は地域支援事業であり、算入しない人が支

払っている介護保険料に含まれるため６５歳以上の方全ての理解が必要であること、本

人の申し出に基づくものであり、活動者本人の意思を尊重する制度であること、ほかの

ボランティア活動の衰退につながらないか、介護現場の質が低下しないか等々の問題も

あるように思います。 

  現在、第６期介護保険事業計画及び老人福祉計画を包括したきみの長寿プラン２０１

５を策定中でございますが、介護保険法の改正に伴い、新しい総合事業の中で一般介護

予防事業として高齢者の社会貢献・社会参加による生きがいづくりを進めるため、地域

社会の社会資源とともに元気な高齢者にも活躍していただけるような仕組みづくりを考

えていく必要を認識しております。 

  さらに、介護支援ボランティアについて研究してまいりたいと考えておりますので、

御理解いただきたいと思います。以上、答弁といたします。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 降壇） 
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○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

（住民課長 増谷守哉君 登壇） 

○住民課長（増谷守哉君）    それでは、町田議員の３番目の御質問、所有者不明の

土地や建物に関する苦情や相談窓口について、御答弁をさせていただきたいと思います。 

  紀美野町における空き家状況につきましては、和歌山大学が実施した紀美野町の空き

家調査によりますと、平成２０年には空き家戸数が７５６戸でございました。しかし、

平成２３年には８２３戸と、３年間で約９％に当たる６７戸がふえてございます。町の

人口減少が進行している中、空き家の戸数についても今後増加していくものと考えてご

ざいます。 

  このような中、空き家が適正に管理されていないために空き家周辺の草木が生い茂り、

夏場の害虫の発生やたばこのポイ捨てによる火災の危険性がある、また軒下にスズメバ

チが大きな巣をつくっていて非常に危険であるといった周辺住民からの苦情が年間二、

三件程度、住民課に寄せられてございます。 

  これらの対処として、空き家は所有者が適切に管理する義務と社会的責任を負ってい

ること。また周辺住民の安全が著しく害されているということから、自治体や地域の皆

さんの協力をいただきながら住民課、また住民室が相談窓口となって苦情の対応に取り

組んでいるところでございます。 

  ただ、町田議員の御指摘の所有者が不明の場合は、役場であっても個人情報保護の立

場から所有者を容易に特定することができないこともあり、警察署など公的機関と連携

しながら対応しているところでございます。 

  さて、空き家に関連する国の動きとして、先月の２７日に問題のある空き家への対応

を推進するための空き家等対策の推進に関する特別措置法が公布され、今後公布後３カ

月を超えない範囲内で施行する運びとなってございます。 

  この特別措置法においては、市町村長の権限が強化されてございます。そのまま放置

すれば倒壊のおそれのある空き家や衛生上有害となるおそれのある空き家などの所有者

に対して、市町村長は撤去や修繕の指導・勧告・命令また行政代執行の措置がとれると

定められています。また、登記が曖昧で所有者が不明の際にも、固定資産税の課税情報

を利用できることとなります。さらに、市町村の空き家対策に対して国また県の費用補

助や税制上の措置等が講じられることとなります。 

  従来の町の対応だけでは限界を感じていた空き家問題ですが、この法律が施行される
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ことにより、町としても一歩踏み込んだ対策が行いやすくなるとともに問題空き家の所

有者に対して抑制効果が高まるものと期待され、空き家問題が今後さらに改善されてい

くものと考えてございます。以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ２番、町田富枝子君。 

○２番（町田富枝子君）    まず第１点目の赤ちゃんの駅、移動式赤ちゃんの駅につ

いてでございます。この赤ちゃんの駅についてはいろんな全国各地でおむつがえや授乳

スペースを設けた赤ちゃんの駅が設置されているわけですが、各自治体では独自のステ

ッカーをつくって一目瞭然にわかるようにしています。これは兵庫県播磨町のちょっと

見にくいかもわかりませんけど、こういうふうないろいろステッカーを考えてしている

んですが、インターネットで検索したときにこの赤ちゃんの駅というのが出て、そして

利用する人にわかりやすくされていると思うので、このようなステッカーを統一してホ

ームページに紹介したらどうかなと思います。 

  それから２点目の移動式赤ちゃんの駅については、先ほど来年の国体に関してホッケ

ー会場に導入というようなことを私今聞いたと思うんですが、ホッケー会場に導入とい

うことでよろしいのでしょうか、お伺いをいたします。この移動式赤ちゃんの駅につい

ては、橋本市、海南市がもう既に貸し出しを行っています。 

  この移動式赤ちゃんの駅が単におむつがえや授乳ができるというだけではなくて、イ

ベントの会場の目につくところにこの赤ちゃんの駅を設置することで赤ちゃん連れのお

母さんは安心しますし、それと同時に目に見える形で、この町は子育て支援に取り組ん

でいる町であるとの宣伝にもなると思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

  この２点目の介護支援ボランティアポイント事業の導入についても、今後これについ

て考えていくということでしょうか。お伺いいたします。 

  先日、私たちも篠栗町のほうに行ってまいりました。その篠栗町でもいろんな準備期

間を長いことかけていろいろ検討してきたということを聞いています。そして、先ほど

横浜の紹介をしていただいて上限が８,０００円とかおっしゃってましたけれど、大抵

のところ５,０００円ぐらいですかね、そういうふうなことになっていまして、そして

また先ほども紹介ありましたように寄附もすることができる。紀美野町ではもうたくさ

んの人が今ボランティア活動に参加をされていて、私も１つ傾聴ボランティアのところ

に入らせていただいているんですけれど、本当にその人たちはお元気で取り組んでおら
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れます。ポイント制度導入に関してはあとはどういうふうに進めていくのかというのは

これからのポイントになると思うんですが、どうかそういうふうな高齢者が生き生きで

きる方向に持っていっていただきたいなと思います。 

  一つ、これは私の体験ですが、私は議員になる２年前に２年間Ｙ施設で朝の食事介助

の仕事を少しさせていただいたことがあるんです。そのときに本当に印象に残っている

のが、施設に入っている高齢の男性の方が将棋をするんですよ。将棋を職員に相手をせ

えって言っているんですけど、その職員の方も大変お忙しいので、そんなにしょっちゅ

うしてあげることができない。そこで「ちょっと待ってよ、ちょっと待ってよ」と言っ

ている姿を見ていて、それだったらそういうふうな民間のボランティア、将棋が好きな

人、そういうふうなボランティアをする人がこういうところで助けてあげられたらなっ

て、常々思っていたものですから、この介護ボランティアというのはいろいろ検討しな

くてはならないと思いますが、すごく効果があるものだと思っていますので、どうか導

入のほうに向けてよろしくお願いしたいと思います。 

  それから３点目です。これは先ほど法律ができたからやりやすくなったというお話を

聞いていますが、個人情報保護法がネックになって、なかなか相手へつなげられないと

いうことがありました。私も何度か聞きにいかせていただいたんですけれども、そのと

きはもう民々で対応ということで言われました。でも、その町民の方が一番困っている

というのは個人情報保護法がネックとなっているわけですが、海南市とか紀の川市にお

いて、海南市もそういうふうな強制力はないけれども環境課が対応して、そして相手へ

連絡をする、封書かはがきか知りませんけれど、それで連絡をつけるんだという話を聞

いています。紀の川市においてもそういうふうに１回目でだめなら２回目、３回目と連

絡をしてくださるそうです。だからそういうふうな対応を紀美野町でもしてあげていた

だきたいなと、そのように思います。 

  まず私たち議員が言ってきたときだけじゃなくて町民の方がそういうふうに、一番町

民の方の悩みっていうんですか、それを解決していく安心・安全のまちづくりは大事で

あると思うので、それもあわせてそういうふうにはがきとかで連絡してあげられるかど

うかお伺いしたいと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    町田議員の再質問にお答えしたいと思います。 

  まず赤ちゃんの駅でございます。移動式赤ちゃんの駅でステッカー、ＰＲができるよ
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うに何らかの表示ができないかという御質問だったかと思います。建物の玄関に表示を

するような方向で考えております。ただ、現在ホームページで記載されておりますのが

中央公民館、それから紀美野町総合福祉センター、子育て支援センター、現在の第１保

育所です、それから文化センター、ふれあい公園というふうな形で載せさせていただい

ておりますが、授乳のできる場所とすれば総合福祉センターと子育て支援センターを考

えています、現在ホームページでは子育て支援センターのみ授乳というふうな表記をし

てございます。今後福祉センターと子育て支援センターは授乳ができるので表示を考え

ていきたいと思います。 

  それからホッケー会場に導入でよいのかという御質問だったと思うのですが、導入す

るという方向でお答えさせていただきました。 

  それから続いて介護支援ボランティアポイントでございます。今後考えていくという

ふうな方向でお答えさせていただいております。新しい介護保険法の改正に伴い、新し

い総合事業で市町村が独自に行う一つの事業として取り組んでいきたいというふうな形

を今現在検討中で、介護保険事業計画等にも記載をしていくわけなんですが、その中で

一つの検討課題というふうな形で研究させていただきたいということでお答えさせてい

ただいております。 

  それから議員視察された篠栗町の介護支援ボランティア事業についてでございますが、

当町との人口の格差もございます。それから高齢化率につきましては篠栗町は２０.

７％、それから７５歳以上が９.３％ということで、当町の場合は現在６５歳以上の高

齢化率が４１％、それから７５歳以上後期高齢者の率が２３.９％と相当の開きがござ

います。果たして対応していただけるボランティアの方がどのくらいいらっしゃるのか

ということも一つの参考にしたいと考えてございます。 

  それから当町の社会福祉協議会にボランティア育成事業がございます。今現在、紀美

野町ボランティア連絡協議会のグループの中に１９の団体が加盟されてございます。介

護を対象とする団体ということで１１の団体が１９２名の方が参加されてございます。

介護のボランティアへ行けばポイント、お金がもらえる、それからほかのボランティア

に行けばお金がもらえないということもあって、今後ボランティアの衰退につながると

まずいというふうな考えもございますので、慎重に検討しながら研究したいと考えてご

ざいます。以上、答弁といたします。 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 
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○住民課長（増谷守哉君）    町田議員の再質問にお答えさせていただきたいと思い

ます。 

  空き家につきましては、大方の空き家は所有者や管理者が適切な管理をされており、

近隣住民に迷惑をかけていないのが通常の姿であります。しかしながら中には所有者が

死亡してしまった、また相続を契機に管理責任が非常に不明確になっている、また住居

人または所有者が遠方に転居したために空き家を管理する意識が落ちているということ

から、空き家が管理されず草が生えたりという、いろいろ問題が発生しているというこ

とでございます。これにつきましても、近隣住民や町内の親戚等からの所有者等への働

きかけで管理をされているというのも少なくないのではないかなと考えています。 

  町田議員が言われる所有者が不明ということであるんですが、そういう場合も住民課

のほうへ御相談に来られた場合につきましては、個人情報の保護の関係から特に問題が

ない場合は私どもで相談に来られた方にこういう方が、所有されていますよということ

で御説明させていただいております。 

  先ほども言いましたとおり、やはりこの空き家については所有者の管理していかなけ

ればならない。直接こういうふうな害を受けている方からまずは当人同士のお話をして

いただいて、管理していただくように進めていくのが原則であるかなと考えてございま

す。それが滞っている場合には住民課のほうから所有者のほうへお手紙を出させていた

だくというふうな措置もとらせていただいておりますので、また何かそういう問題があ

りましたら住民課、また住民室のほうへ御相談していただければ、そういう形で相談に

応じさせていただいておりますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    これで、町田富枝子君の一般質問を終わります。 

  続いて１３番、美濃良和君。 

（１３番 美濃良和君 登壇） 

○１３番（美濃良和君）    まず初めに裏金問題についての状況についてお聞きした

いと思います。 

  以前の議会で、裁判結果に基づいて段木氏に町への返金を求め、それで預金等で足ら

ない部分、それについて資産、財産で求めるということでありました。ところが、段木

氏の屋敷において段木氏以外の名義のものがあるということから、それが本来段木氏の

ものであるということに名義の変更を求める裁判が行っていると、そういうことで町も

予算適用したわけでございますが、その裁判の状況はどうなっているのかお聞きしたい
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と思います。 

  次に、防災無線についてお聞きしたいと思います。 

  災害時に頼りになるのが防災無線であります。しかし肝心災害時に家の中におられる

となかなか聞こえないという声をお聞きします。町は放送内容をもう一度聞けるように

電話番号を各戸に配布した。そういうことは大変前進であると思いますが、今後やっぱ

り最初のところが放送があったのかどうか聞けなければ電話も無為であると思います。 

  そこで全国的に見てみますと、受信機を家の中に置いていると、そういう施設を持っ

ているところもあるように聞きます。これを町のほうに聞いたんですが、デジタル式の

防災無線を旧美里町においてはされていると。家に置く受信機というのはデジタルの部

分については非常に高いということで無理ではないかということであったわけでござい

ますけれども、しかし防災問題、これは大変今後大きな問題になってくる。町長の今回

の挨拶の中にもあったわけでございますけれども、そういうふうに今後起こってくるい

ろんな台風についても最近では大きいものがありますし、南海トラフというようなこと

になってまいりますと大変なことになってくる。また紀美野町の周辺にも断層等もたく

さんあったり、そういう地震の問題は南海トラフだけではないと思います。 

  そういうふうなことを考えた場合、やはり住民の皆さん方が安心して生活できるよう

に防災無線というそれを各世帯が聞けるように対策も必要ではないかと思います。大変

高いということでございますけれども、今後やはりデジタル式というのが今までのアナ

ログだけじゃなくてデジタル式の防災無線も進んでまいると思いますし、そうなってく

ればやはり各戸に置ける受信機についても安価なものが開発されてくると、そういうこ

とが考えられます。そういう等々含めて町としてのその方向についての対策をお聞かせ

願いたいと思います。 

  次に地籍調査についてお聞きしたいと思います。 

  地籍調査は、町として懸命の努力をされていると思います。しかし、さきの決算の委

員会ではまだ１０年かかるというふうな答弁がありました。私も自分のところの地域を

やっていただいたので、推進委員ということで行ったわけですが、山の中にも入り、い

ろいろと地域の方々、また町の職員とともに回ったんですけども、中にはもうどうしよ

うもなくわからんと。かなりその地域の古老の方も、もうわからんというところが出て

きてるわけなんです。もうその方にわからんと言われたらもうどうしようもないという

ふうな、そういう状況が生まれつつあると思います。 
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  そういうふうなことの中で、１０年先というふうになってまいりますと、まず我々は

どうなってるかということでございますけれども、その地域においても本当にわからん、

そういう状況になってくると思います。 

  最近聞いたんですが、もう世代交代をしたある地域で、仕事の合間に次の世代が仲間

と連れ立って親戚等に聞きながら地域を山に登ってサイメ石を確認したり、それから大

体山のてっぺんから見れば大体の山の状況がわかるんです。この山は大体何が植わって

る、この山は何々が植わってると、そうするとこれは大体これは見通してこれがサイメ

であろうというふうな形でやったりしながら、大体その地域においては自分たちでそう

いうサイメの状況が整理ができたと、そういうふうに聞いています。 

  こういうふうに今からこういうことをしていただいたら、今後地籍調査もスムーズに

いくと。時間も早く行きますし、民間の間でのそういうトラブル等も少なくなってくる。

そういう点で早くこういうふうな自分たちの間での整理をしていくということが大事か

というふうに思います。今言った地域の方は条件が合ってうまくいっていると思います

が、全体的にこのようにうまくいくとは思いませんけども、しかし少しでも早く取り組

んでいただけるように、町としてのこういうところに対する奨励ですか、そういうもの

をしていくべきではないかと思います。そういうことから、町としての地籍調査につい

てのこれからの対策について御見解をお聞きしたいと思います。 

  次に、光ファイバーについてお聞きしたいと思います。 

  このことについては何回か質問させていただいておりますけれども、旧美里町におい

てはこのサービスが実施されていないために、事業所等で仕事をするのに非常に時間的

な問題、あるいは安定的に通信がされないというふうなこともあったりして、早く光フ

ァイバーの実施をしてもらいたいということが言われています。 

  そういうことから、町の商工会の方々もこのことに対して取り組みをされまして、そ

して光ファイバーを引きたいと、そういう方々がどんだけいるのか、そういうことにつ

いての調査もされ、ＮＴＴのほうに要望もされたように聞きます。なかなかしかしそう

もうまくいかないというふうなことで以前の議会では公設民営というふうなことを町は

考えているというふうなことで答弁があったわけでございますが、やはり光ファイバー

の実施に向けて取り組みはその後も続いていると思いますが、その状況についてお聞き

したいと思います。 

  次に、消費税についてお聞きいたします。 



－７１－ 

  この消費税については以前からもお聞きしたりしてきてるわけでございますけれども、

８％に増税後、この４月から８％になったわけでございますけども、町の財政はどうな

っておるのか、このことについてまず初めに聞きたいと思います。 

  今後もし１０％に引き上げられればどのような状況が起こってくるのか、それについ

てもお聞きしたいと思います。 

  実際きょうの新聞を見てみましたら、昨日内閣府が発表したようでございますけども、

ＧＤＰが予報には１.６のマイナスだったのが実際は１.９％のマイナスと、減になって

ると、こういうふうな形で報道がされています。 

  このことがやっぱり消費税の影響が大きいわけでございますけれども、この町におい

てもいろんな点で物を買う、それから工事の発注をする等々に消費税が要ってくる。大

きな影響があると思います。それに対して地方消費税等の増もあるわけでございますけ

ども、差し引きどうであるのか、そこのところも含めて今後の１０％になった場合の状

況と、それから８％の現在の状況と、お聞きしたいと思います。以上、よろしくお願い

いたします。 

（１３番 美濃良和君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

（総務課長 牛居秀行君 登壇） 

○総務課長（牛居秀行君）    まず、私から美濃良和議員の御質問の１番目と２番目、

それから４番目と５番目についてお答えを申し上げます。 

  まず１番目の御質問にお答えを申し上げます。 

  旧美里町歳計外資金の問題は、平成２０年の３月に発覚後、平成２５年１２月に大阪

高等裁判所の判決をもって確定となったところでございます。要した期間は５年９カ月

でございます。 

  結果につきましては、議員も御承知のとおり約１億７,０００万円の勝訴判決を得た

わけでございまして、現在、債権回収に取り組んでいるところでございます。そのため

に、平成２６年８月に段木晃氏に対し財産開示請求の申し立てを裁判所に行いました。

これにより、９月２６日と１０月１７日に段木氏本人が裁判所で陳述することとなりま

したが、町が差し押さえている土地建物と数万円の現金しかないとの証言でございまし

た。 

  さて、議員御質問の現在係争中の裁判は、所有権移転登記手続等請求事件でございま



－７２－ 

す。この裁判は債権回収のために提起したものでございまして、段木晃氏が所有する土

地に建てられた未登記物件が旧美里町歳計外資金裁判の係争中の平成２４年５月２４日

に段木氏の身内に登記したことは問題であることから、これらを本来の所有者である段

木晃氏の名義に戻すように求めた裁判でございます。現在のところ証拠書証を行ってい

るところでございます。 

  なお、係争中であることから、詳しいことは申し上げることができませんけれども、

現在、これらの物件が段木氏の身内に贈与された時期についてが争点となっております。

今後も当町の主張が認められるよう取り組んでまいります。 

  次に、２番目の御質問でございます。防災行政無線が屋内でも聞けるよう各戸への戸

別受信機の設置について、今後に向け検討するべきではないかという御質問にお答えを

いたしたいと思います。 

  戸別受信機の貸与につきましては、個人住宅においては玄関先におきまして６０デシ

ベル未満の住宅だけを対象にして貸与いたしております。現在６１機を貸与してござい

ます。また、消防団の団長・副団長・分団長の方々にも貸与しておりまして、それが２

０機、それから集会所、学校、保育所合わせて６８機、合計１４９機の貸与を現在行っ

ているところでございます。 

  さて、議員御提案の町内全ての世帯に戸別受信機を設置することが最良であるとは考

えておりますが、それを行うためには約３億４,３００万円の費用がかかります。議員

も御理解いただいておりますように、厳しい町財政の中、戸別受信機の全戸貸し出しは

大変難しいところがございます。現時点におきましては、防災行政無線電話対応システ

ムを御利用していただくことで対応していただきたく、御理解賜りたいと存じます。 

  次に、４番目の御質問の光ファイバーについてお答えを申し上げます。 

  議員仰せの光ファイバーは、ＮＴＴ西日本等の通信事業者が住宅に光ケーブルを引き

込み、パソコン等の機器から超高速でインターネットが利用できるサービス、いわゆる

光ブロードバンドでございます。 

  当町では旧野上区域につきましてはＮＴＴ西日本が光ブロードバンドサービスを実施

しておりますが、旧美里地域では電話線を使ったＡＤＳＬサービスしかなく、高速ブロ

ードバンドが利用できない状況であります。現在、町長を筆頭に通信事業者や総務省、

県情報政策課と事業化に向け調整協議を行っているところでございますが、具体的な事

業実施には至っていない現状でございます。 
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  光ブロードバンド事業においては、現時点の事業費の見込み額が高くなることが課題

となっております。来年度の県予算編成及び施策の策定に関する要望書においても光ブ

ロードバンド整備支援としての県補助制度の検討をお願いしているところでございます。

旧美里地域は面積が広く集落も散在しておるため、光ケーブルの総延長も１００キロを

超えることが想定されます。町にとりましては民設民営が理想でありますが、通信事業

者も町の補助金なしでは採算に問題があるとして、事業化に難色を示している状況でご

ざいます。 

  また、公設公営で事業化をすることは維持費がかさみ、将来の町財政への負担が増大

することが課題となります。現在、最良の方策を模索すべく県情報政策課と随時連絡を

とり合い、事業化に向けて検討しているところでございます。 

  次に、５番目の消費税に伴う町財政における影響についての御質問にお答えを申し上

げます。 

  消費税が８％に増税されたことによる本町の財政における影響についてでございます

が、まず歳入面では、消費税率５％では、そのうち１％が各自治体に地方消費税交付金

として交付され、本町においては平成２５年度約８,２００万円が交付されてございま

す。消費税が８％の場合は、消費税の１.７％が各自治体に交付される予定で、概算で

は移行期間である平成２６年度は約９,０００万円、平成２７年度以降は１億３,９００

万円が交付されると予想され、２５年度と２７年度の比較では、約５,７００万円の増

収が見込まれます。 

  しかしながら、現行の制度では地方消費税交付金の７５％は普通交付税の基準財政収

入額に算定されるため、実質の増収額は２５％の１,４００万円程度と見込まれます。

また消費税１０％の実質増収額は２,４００万円程度となります。 

  また、地方交付税においては、消費税５％の場合、４％が国の配分額となるわけです

が、そのうち１.１８％が地方交付税の財源となっておりました。平成２６年４月１日

以降は消費税８％のうち６.３％が国の配分となりますが、そのうち１.４％が地方交付

税の財源となって各地方自治体に配分され、一方、各会計における物件費や投資的経費

など消費税の増税分が上乗せされますので、その影響額は一般会計特別会計合わせます

と約３,１００万円の増額となります。 

  消費税１０％の場合は、７.８％が国の配分となりますが、そのうち１.５２％が地方

交付税の財源となります。各会計の歳出影響額も５,２００万円程度高くなると想定さ
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れます。 

  地方交付税は国の全体枠として上記、先ほど説明させていただいた上記の率で決まり

ますが、各自治体への配分につきましては不確定要素が多く、額の確定が大変困難なも

のとなっておりまして、地方交付税と歳出の消費税影響額につきましては単純に試算す

ることは極めて難しい実情でございます。しかしながら、景気の状況や国の経済対策の

状況によっては大変厳しい財政状況となる可能性も想定されるところでございます。 

  以上、簡単でございますが、答弁とさせていただきます。 

（総務課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    地籍調査課長、尾花君。 

（地籍調査課長 尾花延弥君 登壇） 

○地籍調査課長（尾花延弥君）    私からは、美濃良和議員の３番目、地籍調査につ

いての御質問にお答えいたします。 

  地籍調査では、年度当初の４月末から５月に各調査地区の説明会を開催し、民々境界

については測量が可能な程度に雑木等の除去・草刈り・境界くい等の仮設置のお願いを

してございます。現場調査時の官民境界については、調査に入る前に職員が草刈りを実

施してございます。民々境界調査時におきましてイバラや雑木等で境界確認が困難な場

合は、地権者に草刈りをお願いすることもありますが、調査の進捗状況のこともあり、

少々の現場は職員・推進委員等で草刈りを実施してございます。 

  議員御指摘の対策としまして、本年度よりホームページ・広報紙等により事前準備の

お願いを掲載してございますが、今後は未調査地区への回覧や区長、推進委員、また課

の職員を通じて事前に周知を図ってまいりたく考えてございますので、御理解賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。以上です。 

（地籍調査課長 尾花延弥君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    １３番、美濃良和君。 

○１３番（美濃良和君）    １番目の裏金問題についてでございますけれども、実際

この問題について、まず今問題になっている屋敷の部分で段木氏以外の身内の方の名前

に変えているということについてでございますけれども、全体裏金問題をこの間私も百

条委員会にも参加させていただいて思うんですけども、本来段木氏の問題と捉える、個

人の問題というのが非常に大きいと思うんです。どうにも段木さんはこの問題を多くの

方々に振ってしまったと。で、多くの方々がそれによって非常に言うならば迷惑をこう



－７５－ 

むるというふうな形になっているんじゃないかというふうに思うんです。仮にも町長ま

でやった方ですから、この問題が発覚した時点で自分の問題だということにして解決に

当たるべきだと思うんですが、そうではなしに、言うならば逃げるというふうな形にと

れるわけであります。 

  実際この屋敷についてもそうなんですが、もう実際に今言われた身内の方は他の場所

に家を建設されて、もう大体棟上げも終わり、建築が進んでるわけなんです。こういう

ふうに本当にその方がそこの場所に住むと思ってそういうふうに、名前も出てますけれ

ども、自分の息子のお嫁さんの名前、こういうふうにしたのかどうか、ここのところか

ら考えても非常にやり方がおかしいと思うんですよ。本当にその子供さんたちが自主的

に自分の思いでこの登記を自分のものにしたのかどうか、その部分を。であるならば、

家を建てたり、他の場所に建てたりということもないはずなんですね。そういうふうな

流れから見ても非常におかしいというふうに思います。その辺のところはどのように把

握されているのかお聞きしたいと思います。 

  それから、こんなこと実際裁判が起こっている状況の中で、私も裏金問題の裁判、民

事裁判にほぼほとんど傍聴に行きました。流れがもう段木さんにとってふぐあいな段階

になってきて、そのときに確か登記をされてるわけですね。その土地の部分を子供さん、

それも奥さんの名前に。そういうふうなところから考えても非常におかしいというふう

に思われます。そこのところは裁判のところではどんなふうに見られているんか。また

町としてどのようにその辺のところを考えておられるのか。それから民法上も、そうな

ってくると民法のもとにやってるんでしょうけれども、非常にひっかかる部分があるか

と思いますが、その辺のところはどうなっているのか聞いときたいと思います。 

  次に、防災無線なんですけども、実際３億４,３００万円かかるというんですか。現

在聞こえないところの住宅には６１機を設置してるんですよね。そのほか公的な方々、

または公的な施設に対して設置をしていると。全戸にするならば３億４,３００万円か

かるということでございますけれども、実際本当に今町の取り組みの優先課題というん

ですか、そういう問題があると思うんですけど、それについては町長はこの問題につい

てはどのように把握されてるのか。そして実際調べるべきじゃないかというふうに思う

んです。パナソニックですか、現在の旧美里町における防災無線の施設は。そういうこ

とであったらパナソニックしか受信機も購入できないと、こういうふうになってくるん

ですか。 
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  またデジタルについて高いと、デジタル受信機は高いんだと、アナログならばもっと

安いので施設を設置可能であるというふうに聞いたんですが、デジタルであるために高

くなってこのような大きな金額になるということであるかと思いますが、当然これにつ

いても先ほども言いましたが、デジタルが今後どんどんと普及していくわけでしょ。今

さら新しく防災無線をつくるところはアナログ式のものをつけることはないですよね。

当然これからはデジタルというならば、個人の住宅へのそういう受信機もデジタルのも

のが今後普及されていくとなってくるならば、その１台の受信機の値段も下がってくる

と、こういうふうに考えられると思います。その辺のところの調査等についてはどうで

あるのか、そこが大事かと思うんです。 

  で、現在の旧野上町のアナログ式の防災無線、これについても相当年度数が過ぎてき

ておりますけれども、これについては新たにやりかえなければならないというふうな耐

用年数との関係で、その辺はどうであるのか。そうなってくると、また当然紀美野町全

体がデジタル式のものになってくるというふうに思いますけれども、その辺のところも

含めて町はどのように計画を持っておられるのかお聞きしたいと思います。 

  光ファイバーなんですけども、県の補助を申請されてると、そういうことで今答弁を

していただいたんですけども、実際この光ファイバー、旧美里町についていない、サー

ビスが実施されていないということについては、何回かのチャンスがあったものがこれ

ができないままに来てるんですよね。第１回目は日本で１番か２番かという、そういう

ふうな事業をやっておった。平成のまだ１０年にならないころですね。このときには幹

線をずっと町内に引きまして、それが各家庭に引き込むというような話もあったように

聞きます。それがとまってしまったと。それがどういうことでとまったのか、これは今

さら言っても仕方ないと思いますが。 

  その次に光ファイバーを旧美里町の最後の段階でもあったんですけれども、旧美里町

は４９５、４９７、４９８、４９９と４つあるんですよね。上下神野は４９５の何番、

真国は４９７ですね、国吉は４９８、毛原長谷は４９９と。これが４９５地域はまずや

ってはどうかという話があったように聞きます。それが、その当時の町長が断ってしま

ったということもあったりしてるわけでございまして、それを全て寺本町長に皆責任と

れとは言いがたいんですけども、しかし実際に住んでおられる町民の方々、若い方々は

そのサービスを受けられないという問題もあります。 

  事業所においては安定した通信ができないということは非常に仕事に影響してくると。
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そういうふうな問題もあるわけでございまして、町として努力はしてきていただいてい

るということなんですが、その努力をさらに進めていただくと。余り遅くなっていくと

町内の事業主さんたちもやりにくくなってくると、仕事が。そういう点で、時代に合わ

せた仕事をしていかなきゃならない、そういう点からも町の取り組みを強めていくと、

そういうことについてもう一度お聞きしたいと思います。 

  それから消費税なんですけれども、大体地方消費税も歳入においては町民税と同じよ

うに歳入した部分となって、結局２５％しか手取れないんだと。あとの７５％は、紀美

野町のように財政の厳しい町は交付税の交付団体ですから、そこの部分で減らされると

いうことになってしまって、実際のところ１,４００万円しか手取れないっていうんで

すか。それに対して今３,１００万円の歳出における増が見られる、そういう答弁であ

ったかと思います。五千何百万かという話もあったんですが、それについてはどうであ

るのか。 

  それから、実際これから町としてこの歳入の部分に対して倍以上の歳出が増になって

くると、消費税を払わなんがために歳入される部分の倍以上の予算が要ってくるわけで

すね。それが今後どのような影響が考えられるのかお聞きしたいと思います。 

  次に地籍調査なんですが、今の説明を聞いてみましたら、要は広報紙に載せた、それ

からホームページで載せて推進をしてると、こういうことでありまして、これは以前か

らやってることだと思うんです。今言いましたように、一部地域において自主的に自分

らだけでまずサイメの確認とか、もう実際にいつでも大丈夫という体制をとっておられ

るようなんですね。こういうところをつくっていただくということ、地域全体、一つの

字全体でなくてもいいですから、民家の隣り合わせの２軒だけであれ３軒だけであれ、

そこのところの確認をしといていただけたら、そんだけ地籍が早く進むわけでしょ。ま

た知っておられる方がこの間にもし亡くなられることが起こったら、そんだけ情報が減

っていくと、こういうことですからいち早くやってもらわんなん。ですから、先ほど１

回目の質問にさせてもらったのは、奨励、せめて何らかの形でそれを進めるための奨励

をしていってはどうか、奨励とは多分予算も伴うと思いますけれども、そこのところを

何らかの奨励をして、少しでも１軒でも２軒でも解決をしといてもらうと、そこのとこ

ろがどうであるんか、もう一度見解を求めたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

○総務課長（牛居秀行君）    美濃良和議員の再質問にお答えをいたしたいと思いま
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す。 

  まず町の裏金問題、歳計外の問題でございますが、議員いろいろとおっしゃられたこ

とはよく私どももわかります。わかりますけれども、それらのことについては現在裁判

において係争中でございますので、今後裁判において明らかになっていくものと考えて

ございます。 

  それから防災行政無線でございます。旧野上エリアにつきましてはアナログ対応でご

ざいます。これにつきましても将来デジタルに変えていかなければならないと考えてご

ざいます。その折には県や国の補助金を活用しながら検討させていただきたいと思いま

す。いつ変えるとかそういった予定は今のところはございません。 

  先ほども申しましたように、全世帯に戸別受信機を配置させていただくことが議員お

っしゃるようにベストであると考えてございます。何分にも先ほども申し上げましたよ

うに多額な費用がかかるということでございます。それを実行することは、限られた財

源の中で現在大変厳しい現状でございます。現在戸別受信機の貸与につきましては、紀

美野町防災行政無線戸別受信機管理運用細則によって運用しているところでございます。 

  最近では、防災行政無線の電話対応システムの構築がようやく住民の方々にも浸透し

てきております。聞こえにくかった場合や町外にいらした場合も確認できると言ってく

ださる方の声も聞けるようになってまいりました。しかしながら、周囲の建物や木々の

成長などによりまして聞きにくくなっている家庭もあろうかと思います。そういう世帯

にはお申し出をいただきまして、状況調査をさせていただいた上で必要に応じて対応さ

せていただきたいと考えてございます。 

  また災害時のことでございますけれども、防災わかやまメール配信サービスというの

がございまして、防災わかやまメール配信サービスに登録していただきますと、気象注

意報や警報、土砂災害警報情報、また避難勧告等の情報及び地震情報が発表とほぼ同時

に携帯電話に通知されます。広報きみのの１０月号と一緒に町内全戸に配らせていただ

きました、土砂災害から身を守るために知っておいてくださいというＡ３版のカラー印

刷したチラシにメールアドレスなどを掲載してございます。現時点におきましては、こ

れらの手段を積極的に御利用していただくことで対応をしていただきたいと思いますの

で、再度の御理解を賜りたいと存じます。 

  それから光ファイバーの整備についてでございます。光ファイバーの整備については

今まで旧美里エリアでいろんないきさつがあったとお聞きをしておりますが、合併以来
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町の均衡ある発展のため各種事業を実施してまいりましたが、旧美里町の超高速ブロー

ドバンドの整備については議員おっしゃるようにおくれている状況でございます。先ほ

ども申し上げましたけれども、町長は各方面に対し早期の事業化に向け精力的に働きか

けているところでございます。今後におきましても引き続き関係部局と協議調整を図り、

事業化に向けて取り組んでまいります。 

  それから消費税のお話でございます。ちょっと私の言い方が悪かったのかもわかりま

せんが、消費税につきましては、議員おっしゃるように消費税の地方交付金の場合は約

１,４００万円程度上がると、１０％の場合は２,４００万円程度は上がるということで

ございます。しかしながら、消費税が上がりますので歳出のほうもふえてくるというこ

とでございます。歳出のほうのふえにつきましては一般会計、特別会計合わせまして

８％の場合３,１００万円ほどの増額になるという試算でございます。 

  それからそれが１０％になった場合は５,２００万円程度上がるということでござい

ますが、もう一つ地方交付税というのがございます。地方交付税についての率を申し上

げましたけれども、この率につきましては国全体の枠として決まる率はあるんですが、

そこから地方に配分されることになってきますといろいろと計算上の不確定要素が出て

まいりまして、現実どれだけ入ってくるかわからないということでございます。だから

その分も含めますと、プラスマイナスどのような結果になるのかというのはちょっと簡

単には計算がしづらいということでございます。 

  いろいろとこの問題につきましては難しいところがあります。先ほども申し上げまし

たように消費税の増税による町財政の影響につきましては不確定要素が多く、単純に試

算することは極めて難しいと申し上げました。そのときの景気の状況や国の経済対策い

かんでよくもわるくもなると考えてございます。しかしながら将来の日本の社会保障制

度を安定的に支えていくための財源として世代間の公平性や税収の安定性などを総合的

に考慮した結果、消費税が選択されたものと認識しておるところでございます。 

  今後、消費税が国民生活の安定に資するものとなるよう強く望むものでございます。

ちょっとお答えになってないかわかりませんけれども、大変消費税による町財政の収入

と支出、歳出の関係についてはいろんな要素がございますので、なかなか簡単にどうな

るということが申し上げにくいところでございますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（小椋孝一君）    地籍調査課長、尾花君。 

○地籍調査課長（尾花延弥君）    美濃議員の再質問にお答えいたします。 
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  地籍調査課では、奨励等あらかじめ少しでも対策をとるべきではないかということで

ございます。その件に関しましてはいろいろ事前にできるような事業を探してみました

が、今のところございません。地籍調査課としまして、去年度からでございますが、一

般の方々にも直接お話ししたり、また美濃議員の御説明にあったある地域というのはち

ょっとどちらかわかりませんが、私どものほうから明添地区に関しまして、非常に戸数

が減ってきてございますので、地域の代表の方々に御説明して、現在個々において境界

等の設置などをしていただいてございます。 

  広報・回覧等でしか広く周知ができないためではございますが、今後も職員等により

直接また地権者の方々にお知らせしていきたいと存じますので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（小椋孝一君）    １３番、美濃良和君。 

○１３番（美濃良和君）    まず裏金問題については係争中であって裁判で今後明ら

かになってくるだろうということでありますので、これは置いときます。 

  次に防災無線なんですけども、県のほうでこの事業があってメールで連絡が来るとい

うものがあるということでございますが、それはそれで大きなものであると思いますが、

紀美野町に起こったような、例えば水害等で部分的に逃げなきゃならんというようなこ

とについてはまだ来んわけですよね。そういう本当に大変な問題で、起こってできなか

ったのも町の責任が問われたりして非常に当局の皆さん方も大変であると思いますけど

も、しかし人の命、また財産というのは大事でありまして、最大限それを守っていくと

いうことについて町もやらなければならないというふうに思います。 

  １つには、今の答弁でありましたが、将来、現在の旧野上町に設置されているアナロ

グ型の言うたら古いほうの施設が変えるときになってきたら、県の補助金も活用して、

こういうことも考えていきたいと、こういう答弁であったんですが、それでは具体的に

現在の施設の耐用年数と現在の状況、これはどうなっていますか。相当古いものではな

いかというふうに認識しとるんですけども、そこのところでそれがいつごろになるのか

聞きたいと思います。 

  私は過疎債とかそういうような借金、俗に言う有利な起債っていうことなんですけど

も、これについても今後国の方向というのはどのようになっていくのかわからんことも

ありますので、余り起債を起こしていくということについては心配なんですけども、し

かしそういう命とか、さきに言いました命、財産、それを守るということについて、と
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りあえずそういう施設を早くやらなければならんのならばやっていくと。恐らくこうい

う問題については過疎債なんか使わんでも有利なものがあると思いますけれども、それ

と同時にやはり聞けるもの、やはり本当に家の最近は窓も閉めれば音も入りにくいよう

な構造になってきていることもありますから、要するに個人の受信機というものがやは

り求められていると思います。その辺のところ、まず１点は現在の旧野上町の受信機の

耐用年数と今後どのような対応をしていくのか。当然変えていかなきゃならんと思いま

すが、その辺のところの対応の計画はどうか。そしてそれと同時にやはり町としても大

変な財政の状況ではあると思いますけれども、ここは一つ踏ん張って進めていく必要が

あるかと思いますが、その辺のところの見解をお聞きしたいと思います。 

  消費税ですけども、ちょっと気になったんですが、課長の答弁の中で消費税が非常に

福祉の安定につながっていくと、こういうふうな答弁であったんですけど、これは一つ

問題があると思います。何にしても福祉の安定であるならば、どうしてこの６月に医療

介護総合法なんて法律ができて、まさに介護者を締め出すような、そういう法律ができ

たのか。本来ならば８％に上がって予算がふえたんですから、そこに回せるのが当然で

しょう。それが介護難民ができるような、そういうふうな法律をつくってしまった今の

自民・公明の責任は大きいと思うんですけども、結局今まで平成のころに導入された消

費税の私たちが払った総額、それとその後法人税の何回かに分かれて減額されてきてお

りますけれども、その総額がほぼ同じというんですから、本当に消費税が福祉のために

使われたということについては言えないというふうに思います。 

  この景気の状況等もあったりして、どんなふうな数字になっていくかわからんけども、

要するに今の答弁で５％ならば１,４００万円ですか、要するに手取るところは、８％

になって２,４００万円がこれは２５％部分で、もう一度それ答弁をお願いします。 

  今私が聞いたのは、８％ならば２,４００万円になるということであったように聞い

たんですが、それで８％になったところの２５％分は幾らの数字になるのかお示し願い

たいと思います。 

  それから１０％になった場合は５,２００万円というふうに言われましたけど、これ

も２５％分に当たるのか聞きたいと思います。当然１０％になれば歳出部分もさらに３,

１００万円よりもふえるであろうというふうに思います。ただ、地方交付税の部分がど

んなんになるかわからんということであったので、これは未確定、非常にわからんとい

うことでありますが、何にしても地方交付税は今借金が８１兆円ほど、現在でもあるん
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でしょ。要するに地方交付税会計が持っている借金とそれから地方交付税会計が借金が

いっぱいになってきたんで、地方で借金してくれという財政対策債に対する借金ですね。

これは全額交付税で見るということですから、当然地方交付税特別会計の借金と見なさ

なきゃならんと思いますけども、そういうふうに２５年度で１７兆円しか歳入し、そし

て地方へ交付できなかった地方交付税特別会計が８１兆円の借金を持っているとなった

場合に、この地方交付税が本当にどうなってくるんかわからんというふうなことで、下

手したら非常に私たちは払っていく部分、この町の財政としても払わなければ消費税が

大きいけれども、町に入ってくる部分が非常に危ういという状況にも捉えられるという

ふうに思います。 

  そういうふうなことでわからんということでありますからわからんのでしょうけど、

とりあえず今言われているところの２,４００万、５,２００万の部分について、どのよ

うな数字になるんかお聞かせいただきたいと思います。 

  それから光ファイバー、とりあえず旧美里町に美里時代に一部でも入っていけば、そ

の旧美里町全体に入ってきたでしょうけど、これは残念ながらこういうふうに断ってし

まったためにいろいろ問題が残ってて、非常に寺本町長には申しわけないですけども、

しかし今一生懸命努力中であるということでございますけれども、何としても早く進め

られるように、若者のそういう情報、ＩＴ関係を求める要求もありますし、それと同時

に事業所も本当に速い光ファイバーというものを求めています。そういうことですので、

もう一度その努力の方向についてお聞かせいただきたいと思います。 

  それから地籍調査について、今課長が言われましたけども、非常に私の見てるのも明

添地区です。戸数が少ない地区であって、このように言うならばまとまりやすいってい

うんですか、そういうこともあったりして進めていただいているわけでございますけど

も、さきにも言いましたように、たとえ１軒、２軒、３軒であっても隣接をちゃんと確

認していただければそんだけ早く進められるというふうに思います。奨励、何回か集ま

って話し合いもしてるようですけれども、せめて会議費関係でも町として奨励する意味

で出していったらどうかと、そうしながら、単にやれやれというふうにやってください

ということでホームページに載せて、あるいは広報紙に載せても、それがどんだけ効果

があるんかという、もう少しやっていただけるように町としても何らかの行動もしては

どうかと、進めてもどうかと、奨励を進めていっていくことが必要かと思います。それ

についてもう一度お聞きしたいと思います。以上、よろしくお願いします。 



－８３－ 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    美濃議員から大変有意義な御質問をいただきました。まず、

この裏金問題につきましては、やはり裁判中でございまして、できるだけ。 

○議長（小椋孝一君）    町長、裏金問題についてはもういいです。 

○町長（寺本光嘉君）    それでは２点目の防災無線でございますが、これにつきま

しては、議員申されますように確かに人の命がかかっているということでございます。

そんな中で、野上地区におきましては現在使われておるのはアナログ放送ということに

なっております。しかしながら、これは今で大体２１年ぐらいたってるんですが、まだ

まだ今の状態の中で使えるということで、これを利用いたしておるところでございまし

て、御承知のとおり美里地区におきましては防災無線がなかった、したがって新しい方

法としてデジタル放送をつけたと、こういうアンバランスなことが今起こっておるとこ

ろでございます。 

  しかしながら、この町財政を考えますと、やはりアナログであれ使えるところは使っ

ていこうよというのがまず第一であると思います。そんな中で、これからの対応という

ことで議員が申されておりましたが、まだまだ２１年ぐらいであれば故障を修理しなが

ら使う。そしてその戸別防災無線との絡みでございますが、今のところはほとんどは聞

こえてる、また聞こえにくいところについては町のほうへ言ってきていただいたら、ま

たその都度その都度現場へ行かせていただいて、その方向を変えたりいろいろやってる

ということで、現状で当分の間はいきたい、そのように考えておるところでございます。 

  議員申されますように命がかかってるやないかということでございますが、それはも

う重々存じております。しかし、この町行政としてやはりしなければならないことはた

くさんございます。そんな中で順位をつけて我々はそうした各対策を進めておるところ

でございますので、ひとつ御理解を賜りたいと思います。 

  それと関連しまして光ファイバー、これにつきましては実は先般国のほうへ陳情にも

行ってまいりました。そんな中で総務省の政務次官、そしてまた担当課長ということで

陳情に行かせていただいて、そして何とかこれをやっていこうといういろいろお話は聞

かせていただいたんですが、何分にも３億、５億という金が要ってまいります。そんな

中で民設民営というのが一番理想的なんです。しかしながら民設といいましてもやはり

営利が絡んでるということで、その補助金をつけながら民設民営化ぐらいに持っていき

たい、そうしたことで今県とも話を進めておるところでございます。 
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  これにつきましては議員もさることながら私も公約の一つに挙げておりますので、ぜ

ひとも早い機会につけていきたいと、そのように考えておるところでございますので、

御理解を賜りたいと思います。 

  それと消費税の問題です。これは今、国家においても議論をされ、そしてまた現在選

挙中でございますが、その中でもいろいろ議論がされておるところでございます。そん

な中で、やはり消費税におきましては今アベノミクスから始まって５％が８％、８％が

１０％と、この１０％につきましてはこれから１年半先延ばすというふうな議論がなさ

れておりますが、これについては私は今はまだ時期尚早であると。といいますのは、や

はり景気をもっと上げて、そしてその上に立ってやっていただきたいと、これは私見で

ございます。そうした意見を持っておるところでございますので、ひとつ御理解をいた

だきたいと思います。 

  それと、この地籍調査でございますが、この地籍調査も私は県の地籍調査の会長をさ

せていただいております。そして県下くまなく何％ぐらいの進捗率があるということで

わかっておるんですが、一番地籍調査の進んでないところと、大体全体の５％しか進ん

でないというところもございます。そんな中で、当町におきましては旧野上町は既に終

わってる、旧美里町があと残されてるところがあると、約１０年ぐらいかかると、こう

いうことで今進めておるところでございます。 

  ただ、私は思いますのに地籍調査っていうのは、これは非常に大事なことなんです。

といいますのは、以前進めておりましたある町がその地域地域の区長さん方が立ち会っ

て、そして境界を決めてしまったというようなことで、後から大変な目に遭ってたとい

うふうなことも私は聞いております。したがいまして、議員が申されましたように各境

界は民々の境界として決めといていただくのは結構でございますが、後から地籍に入っ

たときに、それがスムーズにできるだけいけるような、そうした方策も一つあわせてと

っていきたい。そしてやはりこの地籍調査っていうのは地域、またその区域、ある程度

の区域を固めた中でやはりしていかんと、後からまた大変な目に遭います。そんなこと

もありますので、ひとつ御理解を賜りたいと思います。以上でございます。 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

○総務課長（牛居秀行君）    大変申しわけございません。私の説明が至らないため

にわかりにくかったと思います。消費税については地方消費税というのがございまして、

その地方消費税の交付金が町のほうに来るわけであります。それで５％から８％に、こ
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とし８％になったんですが、そのときに地方消費税の交付金が５％から８％に上がった

ことによりまして、約１,４００万円程度増額になっていると。次は８％から仮に１

０％に上がったと仮定して計算したときには、この地方消費税の交付金が２,４００万

円程度ふえるということでございます。 

  それから歳出でございますけれども、歳出につきましては、消費税が５％から８％に

上がっておるんですが、上がっておるこの影響額につきましては、一般会計・特別会計

合わせまして約３,１００万円ほどの増額になると。次に、仮に１０％に上がった場合

は、８％から１０％に上がった場合は、その一般会計・特別会計合わせた影響額が約５,

２００万円程度になるだろうという想定をしておるということでお答えを申し上げたと

ころでございます。以上でございます。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時４２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４３分） 

○議長（小椋孝一君）    副町長、小川君。 

○副町長（小川裕康君）    消費税の関連で数値がいろいろと出ました。１,４００

万円、また２,４００万という数字が出ておりますけれども、これについてもう一度詳

しく御説明いたします。 

  地方消費税交付金ということで税率が変わりまして、それによる増額が約５,７００

万円の増額がございます。それは消費税が５％から８％に３％アップすることによりま

す地方消費税交付金の増額分が約５,７００万円でございます。ところが、５,７００万

円が丸々１００％地方に残るかということになれば、一方の交付税の算定の中で基準財

政収入額と需要額ということのその差が地方へ交付される交付税というふうになります

ので、５,７００万円はそのうちの７５％は基準財政収入額へ算入されるというふうに

なります。ですから手取りとして残るのは２５％は純、町の収入として残るものが２

５％で、その数字が１,４００万円ということでございます。 

  それとともに、それが消費税の率が１０％になったと仮定いたしまして、そして町へ
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残る２５％分というのは２,４００万円ということになっているものでございます。そ

れでよろしいですか。 

  歳出のほうは先ほどの説明でよろしかったですか。ですから８％になることによって、

一般会計・特別会計合わせた歳出増額が約３,１００万円、仮にこれを１０％というこ

とで計算いたしますと５,２００万円程度が増額となるということでございますので、

そういうことでよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    地籍調査課長、尾花君。 

○地籍調査課長（尾花延弥君）    美濃議員の答弁漏れということでございます。 

  地権者の特定には約１年かかってございます。年度当初の４月において、全体で地権

者を集めていろいろと御説明をしているところでございます。地籍調査課としましては

個々の方々にも直接いろいろと事前にお願いはしてはございますが、なかなか相手方も

あるということで、ほとんどの方が地籍の調査時点において推進委員、役場の職員等と

一緒に行って現地に境界杭を打っている状況でございます。それでは１年間の調査期間

において筆界未定となる場合もございますので、個々の方々には役場のほうで御説明を

し、なるべく後継者や家族に境界を継承したり現地において明示をしていただけるよう

には説明をしているところでございますが、まだまだ行き渡ってございませんので、今

後も強力に推し進めていきたいと思いますので、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時４９分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時５４分） 

○議長（小椋孝一君）    副町長、小川君。 

○副町長（小川裕康君）    大変申しわけございませんでした。美濃議員のおっしゃ

る点というのは、地籍をスムーズに進めていくためのそういうことでおっしゃっていた

だいているということは十分理解しております。 

  先ほど地籍課長が御答弁申し上げましたように、翌年度、その翌年度に新たに地籍に
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入る地区については、早い段階から地権者全てに対して文書はなかなか出すことが難し

いというのは、そのための資料というのは旧の公図とか旧の法務局の資料しかないとい

うことで、いよいよ翌年度に地籍調査に入るという地区のそういった地権者の洗い出し

というのは相当時間がかかるということでございます。 

  ということで、議員がおっしゃってくれてるように前もって前もって親子の間でも自

分のところの境界をお父さんが元気なうちに確認しといてくれたら、いよいよ地籍のと

きにはスムーズにいくと、そういうことをおっしゃっていただいているんであろうと思

っております。そういったことでホームページとか広報等々で事前に皆さん元気なうち

にｻｲﾒをしっかりと把握しといてもらうことがスムーズな地籍調査につながっていくと

いうことをもっともっと啓発していくというのは大事であろうと思っておりますし、そ

れを進めていくと。 

  そういった中で例えば住民の方々から、まだ地籍には数年かかるんだけれども、自分

らで話し合って大体サイメを今決めているんだよとかいろいろ相談しているんだよとい

うようなことを役場のほうへ、地籍調査課へおっしゃっていただければ、そうしたとき

には地籍調査課としても支障ない助言もできるし、そういった何人か寄って会議するん

であれば、当然そのときのお茶とかそういったものは御用意はできると思っております。

全て地籍調査がスムーズにできるだけ早い段階で終えれるようにということでおっしゃ

っていただいていると思っておりますので、こちらとしても同じ考えでございますので、

いろいろそういったことで住民の方々のいろんな要望等々を聞いていただけるんであれ

ば、またお声をいただければ町としても対応していきたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小椋孝一君）    これで、美濃良和君の一般質問を終わります。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時５７分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１５分） 

○議長（小椋孝一君）    続いて１番、七良浴 光君。 
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（１番 七良浴 光君 登壇） 

○１番（七良浴 光君）    私から２問の質問をさせていただきます。 

  １点目、防災行政無線のトラブルについて。平成２６年１１月７日、１９時５０分ご

ろの火災放送時、町内の地域でサイレンは鳴ったが、放送は聞こえなかったという話を

聞くが、放送が聞こえなかった地域及びその原因について、あわせてお尋ねします。 

  ２点目、自主防災組織の育成について。平成２６年１１月２２日夜に長野県北部地震

が発生し、同県白馬村及び小谷村では多くの家屋が倒壊したが、長野県全体の被害は死

者はなく、負傷者４４名、全半壊家屋は１４１棟とのことで、夜間の地震発生にもかか

わらず１人の死者も出さずに済んだのは、白馬村を初め多くの町村では近隣住民の共助

が活発に行われ、倒壊した家屋内に閉じ込められた人々を付近住民が２４時間以内に全

員救出したとマスコミ報道で知り、共助の大事さを痛感しました。 

  そこで、当町の自主防災組織の育成の中で共助の重要性等についての指導をどのよう

に行っているのかお尋ねいたします。よろしくお願いします。 

（１番 七良浴 光君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

（総務課長 牛居秀行君 登壇） 

○総務課長（牛居秀行君）    七良浴議員の御質問にお答えをいたします。 

  まず１番目の御質問につきましてお答えいたします。 

  去る１１月７日午後７時５７分に発生いたしました防災行政無線システムのふぐあい

につきまして、お答えいたします。 

  消防本部遠隔制御装置からの火災によるサイレン通報で、サイレン吹鳴はアナログ支

局・デジタル支局ともに正常吹鳴いたしましたが、後の音声通報がデジタル支局で鳴り

ませんでした。現在紀美野町では、旧野上地域においては一部を除いてアナログ支局で、

旧美里地域はデジタル支局となっております。防災行政無線のふぐあいが発生いたしま

したのはデジタル支局のエリアでございましたので、放送が聞けなかった地域につきま

しては主に旧美里エリアでございます。 

  その原因につきましては、事象発生時の各種履歴調査及び動作ログデータの解析を行

った結果、本事象は、サイレン吹鳴終話から音声通報起動までを行うシステム処理にお

いてサイレン吹鳴の終話がデジタル親局無線機にて実行されず、使用中状態のままとな

ったため、次の音声通報の起動要求を拒否していることがわかりました。 
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  また、このデジタル親局無線機が使用中の状態を保持していたことについて解析した

ところ、気象観測装置、テレメーターシステムでございます、気象観測装置によるデー

タ通信に対してのサイレン吹鳴による割り込み切断に伴い、サイレン吹鳴中にデジタル

親局無線機が終話済みの状態を通知していたため、捜索卓がサイレン吹鳴の終話を行っ

ておらず、その後の通報ができなかったものでございます。 

  次に２番目の御質問の自主防災組織の育成についてお答え申し上げます。 

  大地震や集中豪雨、台風などによる大規模な災害が発生する場合、幹線道路の寸断や

救助・救援要請の集中などの理由により、防災関係機関の活動が阻害され、遅延するこ

とが想定されます。こうした大規模な災害が発生する場合、被害を最小限に食いとめる

ためには、「みんなの地域はみんなで守る」という地域の人々のコミュニケーションと

連携意識に基づく自主的な防災活動が不可欠であります。 

  現在、紀美野町には自主防災組織が１８団体ございますが、実質的な活動に消極的な

組織もございまして、町民の自主防災組織の重要性に対する認識を深め、地域の自主防

災組織の育成・強化を図っていかなければならないと考えております。そのことが地域

における共助活動の育成につながるものと考えております。災害はいつ発生するかわか

りませんし、災害の規模によっては公共防災機関による支援、救出、救護が間に合わな

いことがございます。このような事態が発生したときには、それぞれの地域で共助によ

る防災活動を展開し、お互いの命や財産を守らなければなりません。まさに議員仰せの

１１月２２日の長野県北部地震での近隣住民による共助活動がその重要性を物語ってい

ると思います。 

  町といたしましては、自主防災組織に対し災害発生時の共助活動のための役割分担な

どの体制を整えていただくとともに避難行動要支援者、避難経路などの情報を共有化し

ていただくようお願いをしているところでございます。 

  また、自主防災組織の活性化と住民の防災意識の啓発を目的に、希望がある自主防災

組織の防災訓練に役場職員が出向きまして共助の重要性とともに自助の重要性、地震や

災害に対する講話、家庭内防災対策の啓発、防災啓発ビデオの上映等を行っております。

また、消防職員による救命講習なども行っております。これらは全て地域における共助

活動につながるものと考えております。私どももまだまだ至らないところがあろうかと

思いますが、議員の御指導もいただきながら、引き続き各地区の自主防災組織のさらな

る育成・強化に取り組むとともに地域における共助活動の重要性を訴えてまいる所存で
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ございます。以上、簡単でございますが、答弁といたします。 

（総務課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    １番、七良浴 光君。 

○１番（七良浴 光君）    ただいま総務課長から１点目の防災無線のトラブルにつ

いての原因という形でお答えをいただきました。結果としてはデジタル地域、すなわち

旧美里町内で放送ができなかったという事実、それについては防災無線を使っておる気

象情報の情報を親局に送っている状態と緊急放送をやろうとする時期が重なったためと

いうようなお話であったかと思います。それが親局であります役場内にある機器がそう

いう形で作動ができなかったというお話であったかと思うんでうすが、その原因につい

て聞かせていただきましたが、きょうの時点では、その原因については完全に改修がな

されているのか、また今後同じような原因で故障が発生しないのか、なお、また無線整

備した時点、すなわち平成１９年から２０年のときから本年１１月７日までに発生した

トラブルと今回のトラブルとの因果関係についてはどうなのか、そしてまた今までのト

ラブル原因及び改修について業者より文書で報告を受けているのか、あわせてお尋ねい

たします。 

  ２点目の自主防災組織の育成についてであります。ただいま総務課長から答弁をいた

だきました。そんな中で、最近南海トラフ巨大地震の報道がなされている中で、先月２

８日町長の行政報告の中で今後も防災・減災に努めてまいりたいとの御発言がありまし

たが、まさに近隣住民による共助の重要性の認識を高めることが減災につながると思い

ますが、町長の考えをお尋ねします。よろしくお願いします。 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

○総務課長（牛居秀行君）    まず、今現状どうなっているのかということでござい

ます。先ほども申し上げましたように、この事象につきましては１１月の７日の７時５

７分に発生をいたしまして、それから原因究明について約２週間の不測の時間を要しま

した。１１月２１日付でメーカーからの解析結果を受けて、すぐに対応処置に取りかか

るよう依頼をしております。現時点におきましては、２１日で原因は解明できたんです

けれども、それに対する処置ということで、現在東京のメーカーの工場のほうで実証実

験をしているところでございます。この１２月の中旬をめどに改修がなされる予定とな

ってございます。現時点においては二度とこういうことがあってはならないということ

で、今現在テレメーターをちょっととめているところでございますので、現時点におき
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ましてはこの理由によるトラブルというのは起こりません。 

  これにつきましては、先ほども議員が申されましたようにいろんなことが偶然重なっ

てしまったということでございます。テレメーターというのが交信、いわゆる電波を送

るんですが、それが終わりますよという終話の信号を送ったのとほぼ同時にサイレンを

鳴らすことによって全てに優先されますので、全てをとめてしまおうという信号、この

２つの信号がわずか１秒間の間に同時に機械のほうに伝わってしまったために機械が混

乱を起こしたということでございます。現在、実証実験の中でこういうことが起きない

ようにいろいろとやっていただいているところでございます。 

  それから、今まで起こった防災無線のトラブルがあったとは聞いてございます。それ

との因果関係につきましては定かではございません。 

  それから、自主防災組織に対する防災のことについては町長の見解ということでござ

いますので、町長から答弁をしていただくことにいたします。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    七良浴議員の再質問にお答えしたいと思います。 

  防災・減災について町長の見解を述べよと、こういうお話でございましたが、これは

もう述べるまでもなく、もう災害があちこちで起こっております。広島の土砂災害を初

め、また台風、そしてまた先般には徳島におきまして豪雪というふうな各所で災害が起

こってる。これにやはり対応できるような体制づくり、そしてまた自主防災組織の育成

と、これはもうしなければならない大きな一つの施策であろうと思います。 

  そうした中で、我が町におきましては御承知のとおり自主防災組織、そして町の消防

団、そして町の消防と、三者一体において救助活動等々防災に努めているところでござ

います。そんな中で、やはりこの自主防災組織、いかにして育成していくかということ

が大きな課題であろうかと思いますが、あちこちでやはり訓練をしていただいておると

ころでございます。そうした訓練の積み重ねによって、この共助また自助という、そう

した活動ができるんではないかというふうに考えておりますので、これからもやはり防

災、そして減災に町として政策として努めてまいりたい、そのように考えておるところ

でございますので、ひとつ御理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    １番、七良浴 光君。 

○１番（七良浴 光君）    防災無線のことでございます。ただいま課長から、現時

点では完全に原因は究明できたが、改修はされていないと。また現時点ではそういうト
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ラブルが起こってはいかんので、気象情報等のテレメーターの信号を停止しているとい

うことでございます。それはもう確かにそうやっていただくことによって、先ほど同僚

議員からも発言があった住民の生命・身体・財産を守るという、それの一つの大きな役

割を果たす防災行政無線の役割が果たせるんじゃないかなと、このように考えます。 

  そこで３回目として、この防災無線の定期点検を予算計上して実施しているように認

識しておるんですが、この定期点検時にはこういうトラブルの発生というものは考えら

れていなかったのか、また今後定期点検をする場合のメニューの中にこういった二度と

起こってはならないトラブルを回避するための点検というものを考えられているのか、

お願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

○総務課長（牛居秀行君）    七良浴議員の再々質問にお答えをしたいと思います。 

  まず、先ほども御説明をいたしましたように、このシステムのふぐあいにつきまして

は、このシステムを構築した時点からずっとあったものでございます。その中で本当に

今回不幸だったのか幸いだったのかわかりませんが、こういうふぐあいがあるというこ

とが発見できました。わずか１秒の間にそういうことが２つの信号が同時に流れるとい

うふうなことは今まで想定、多分メーカーのほうも想定していなかったということでご

ざいます。想定していなかったので現在そういうことが起こり得るんだということの中

で、東京の工場で自主実験をやりながら対策を講じて、この１２月の中旬にそれが直る

ということでございます。 

  定期点検につきましても、今申し上げましたように、こういうことが１万回に１回起

こるのか１０万回に１回起こるのかちょっとわかりませんけれども、ここまでメーカー

のほうも想定していなかったということで、定期点検につきましてはこういった項目は

含まれておらないわけであります。議員御指摘のように、こういうことはあってはなら

んことでございまして、今後定期点検のメニューの中に、どういうふうな形になるかは

専門的なことはメーカーと相談しなければ、今ここで具体的にどうするということはお

応えできませんけれども、議員御提案のとおり教訓といたしまして、今後の定期点検の

あり方も考えていきたいと考えてございますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（小椋孝一君）    これで、七良浴 光君の一般質問を終わります。 

  続いて１０番、松尾紘紀君。 

（１０番 松尾紘紀君 登壇） 
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○１０番（松尾紘紀君）    私からは職員の研修について、少しお尋ねします。 

  地方行政に関する職員について、住民サービスに努めていただくという観点からであ

ります。急激に事務が多くなり、コンピューター等が進化し複雑化することが当然であ

りますが、能率的に住民のためのサービスを提供するのが公務員の使命であり任務と申

し上げても過言ではありません。素質のよい職員が多いほど合理的であり、能率的な執

務がなされるものであり、トップに立つ町長が指導しても職員一人一人の管理・指導が

非常に困難であると思います。 

  職員の研修についてどのように指導し、また考え方に立って行われているのかお聞き

します。これは新規採用並びにアルバイトも含めてでありますので、お願いします。 

（１０番 松尾紘紀君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

（総務課長 牛居秀行君 登壇） 

○総務課長（牛居秀行君）    松尾議員の職員の研修についての御質問についてお答

えを申し上げます。 

  地方分権により、今までになかった業務が地方へ移管されてきており、町の事務は複

雑多様化されている現状でございます。また、合併後一時的に肥大化した職員数も計画

的に縮減し、平成２６年１２月現在で１９９名となっております。 

  議員仰せのとおり職員数も減少し、業務も複雑多様化する中で、よりよい住民サービ

スを提供できるよう職員の資質の向上のため、職員研修に力を注いでいるところでござ

います。当町では、職務を民主的かつ能率的に運営するための公務員意識の高揚と全体

の奉仕者としてふさわしい職員の養成に努め、職務の遂行に必要な知識及び技術の習得

並びに教養の向上を図ることを基本方針に職員研修を実施しているところでございます。 

  また、研修受講者は業務や心身の故障等により受講することが困難である場合を除き

職員全員が受講しなければならないと紀美野町職員研修規程で定めているところでござ

います。各研修は、所属長に対して研修受講の申し出を行い、所属長は業務に支障がな

いと判断した場合受講できるようになっております。もちろん所属長の責務といたしま

して、職員の自己啓発を奨励し、受講者が研修を受講することにより業務に支障が生じ

ることのないように配慮するとともに研修に専念できるよう便宜を与えなければならな

いとしていることは申すまでもございません。その上で毎年度、所属長は総務課長に対

し専門研修年次計画を提出し、研修申し込みを行い、研修を受講している状況でござい
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ます。 

  また新規職員に対しましての研修は、前段で申し上げました研修に加え、研修協議会

で３日間、町で２日間、計５日間にわたり研修を実施しているところでございます。特

に町における新人職員研修では、副町長を初め各担当課長や各担当者が講師となり、各

種法律はもとより条例、規則等、町全体の業務がわかるよう研修を実施しているところ

でございます。 

  今後職員数がますます縮減される中で、１人の職員の果たす役割が大きくなってくる

ことが想定されます。一人一人の職員の資質向上に努めることが最良の住民サービスに

結びつくと考え、今後も引き続き積極的に研修の受講を奨励してまいりたいと考えてお

ります。 

  また、臨時職員につきましては研修につきましての特別な規定は設けておりませんが、

一般職員同様資質の向上は必要と考えておりますので、従事する職種によりどのような

研修が必要なのか今後検討していく必要があると考えております。以上、簡単ではござ

いますが、答弁とさせていただきます。 

（総務課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    １０番、松尾紘紀君。 

○１０番（松尾紘紀君）    それでは、再質問で、今担当課長からアルバイトの研修

のことでお聞きしたんですが、しかし当町に町内外から来られた方はアルバイトである

か、または新規採用の正職員であるかということは判断しにくいと思います。そうした

中で、もし書類の手続不備等、またもろもろ問題が山積していると思いますが、そうし

た場合にその対応が速やかに住民サービスに果たしてつとめられるかということをお聞

きします。 

  それで、例えば、これは各課どの課にでも充当するんですが、当事者が１つの書類を

申請したと、そうして数日たってでも担当課から何の返答もないということで、申請人

が担当課に行ったところ、その書類を紛失していたという、こういうことが起こったわ

けです。そうすると、またそれからその書類を新たにつくって再度申請しなくてはなり

ません。それにはいろいろな添付書類、１つは証明書なり、または診断書なり等々の書

類を添付して、それには費用がかかりますわね。再度申請するんですから。そうした場

合に、その費用等々を申請人が再度負担するのか、それともその担当課の誰かわかりま

せんが、受理した方の紛失ということであった場合、その方がそれを弁償するのか、そ
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の点はどのようになっているのか。というのは、それに伴ってかなり日数がかかると思

うんです。その書類が県や国のほうに行く書類とすれば。そうした場合に例えば治療費

の問題とか、または税金の問題とか、いろいろなふぐあいで２カ月、３カ月おくれてく

ると。その費用は、ただ紛失したということだけで終わるのか。これはやはりその担当

課なり、またはその係の人がどのように処理していくのか、その辺がちょっと不透明に

なるんです。 

  それともう一つお聞きしますが、例えば１つの課からあるところに口座振替をしたと、

そうした場合に間違った口座に入ったと。金額の差は別としてですよ。そうしたときに、

その口座に入ってた人が何の抵抗もなしに、今はやりですからカードなんかで出すと、

通常であれば通帳を見ればいろいろわかりますが、カードで出した場合はわかりません

ので、すぐ出してまうと。そうした場合、たまたま町から振り込んだ先が間違ってたと。

そうした場合に、その振り込んだ担当課なり、また振り込んだ人がその金額を保障する

のか、そういうことの対応はどのようにされているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    松尾議員の再質問にお答えしたいと思います。 

  まず１点目は、申請をしたその書類を失ったと、それも町のほうで受理して、その後

に失ったということでございますから、これはもう当然町のほうで責任を持って対応す

べきであろうと思います。 

  それと２点目の口座振替、これにつきましては以前１件、私もちょっと覚えがありま

す。何か口座までややこしく同じようなあれでなってたと、名前が同姓同名やというよ

うなことからあったようです。それにつきましては相手方へ行って謝って、その金額を

いただいてきたと、それで済んでるというようなことでございますが、やはり町の失策

ということであれば町のほうでまず責任を持って対応すべきであるし、また処理もすべ

きものだと私は考えます。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時４６分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 
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（午前１１時４７分） 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    それでは再度答弁させていただきます。 

  町が受理して、そしてその後紛失したということであれば、町のほうで責任を持って

処理をしていきたい、またその処置をさせていただくということで今答弁させていただ

いたところでございます。やはり受理をする前と受理後ということになりますとちょっ

と責任のあれが違うと思いますんで、そこのところをはっきり申し上げたということで

ございますんで、ひとつよろしく御理解お願いしたい。町の責任において処理させてい

ただきますと、措置をしていきますということです。これはもう当然のことやと思いま

すよ。 

○議長（小椋孝一君）    １０番、松尾紘紀君。 

○１０番（松尾紘紀君）    それでは再々質問で、今町長のほうから当然町の失策で

あるので全てのことは町で見ますということであれば、それは金額の大小にかかわらず

全て見るということですね。そうすると、金銭的な面ですと、必ずそれは決算書に載る

わね。それはどの課にそういうプールしている金額があるのか、それもお聞きします。

それでないと、個人的に例えば担当課のＡさんとしましょう。Ａさんが書類を紛失した

と。そのＡさんが個人的にその費用を、金額はいろいろあるわね、それを一時的にでも

その方にお支払いして再度書類を添付してくださいというようにするのか。そして後日

そのＡさんに町のほうからその要った費用を全て見ますということであれば、それは町

の金、住民の税金ですから、それはどの項目でどこにそのお金があるのか、それをお聞

きします。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時５０分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時５２分） 

○議長（小椋孝一君）    副町長、小川君。 

○副町長（小川裕康君）    大変申しわけございません。私から御説明というか御答
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弁させていただきます。 

  松尾議員から御質問いただいている件は、そしてまた今議長のほうからもその件につ

いて若干触れていただきましたけれども、実はことしの１月にある方が障害になって、

その申請書を持って役場の担当課へ来ていただきました。しかしながら、その後１カ月

経過した後に、申請された当人から課へ問い合わせがあったときに、課のほうではその

書類が紛失してなくなっていたというのが発覚したことでございます。どの段階でそれ

が紛失したものかっていうのは、全くその課でも全ての職員に聞き取りをしていただい

ておりますけれども、それが最終的にはわからなかったということで、申請の方に大変

な迷惑をおかけいたしまして、おわびも申し上げ、そして大変申しわけないんですが、

これは町を経由して県へ行く書類でございましたので、もう一度再申請をしていただき

たいということでお願いして、その方も快くというんですか、わかりました、じゃ、も

う一回申請いたしますということで申請をいただきました。 

  しかしながら、当然それに添付していく医師の診断書とかそういったものについては

再度費用が発生するということで、その費用につきましては大変申しわけないというこ

とで町のほうで負担させていただくということで、それは通常の予算で診断書の発行手

数料ということで手数料でお支払いをさせていただいております。それについてはどの

科目からと聞かれれば、手数料ですから通常の予算の手数料で支出をしております。 

  そのことがことしの１月に起こりまして、そういったことが二度とないようにという

ことで、課の中で体制をきちっとして、以後そういうことがないように努めておるのが

実態でございます。 

  もう一つおっしゃられました役場のミスということでございますので、役場で出させ

ていただいておりますけれども、これがもし仮に本人が、こういうことは考えてはいけ

ないんですが、故意に書類をどこかへやってしまうっていうことがもしあったとすれば、

それは役場というよりも本人にその旨を請求するのは当然でありますし、そういった懲

戒に値する処分ということも必要も感じられますけれども、ことしの１月に件について

はそういった故意ではなくて、いわば過失ということでございましたので、町のほうで

その手数料は負担してございます。以上でございます。今後ないように十分に気をつけ

てやっていきますので、よろしくお願いします。 

○議長（小椋孝一君）    これで、松尾紘紀君の一般質問を終わります。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 
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 休 憩 

（午前１１時５６分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時３０分） 

○議長（小椋孝一君）    ３番、田代哲郎君。 

（３番 田代哲郎君 登壇） 

○３番（田代哲郎君）    政府は、２０１５年度からの介護保険制度の改悪と報酬削

減に向けた動きを加速しています。６月の通常国会で成立した医療介護総合法に基づく

具体化で、法案審理では大きな焦点ではなかった負担増の計画を追加するなど、国民の

願う安心の介護にはほど遠い改悪です。 

  また、財務省は介護報酬をかつてない規模で削減する案も示しています。さらに要支

援１・２の訪問・通所介護サービスの保険給付から外し、市町村に丸投げするなど公的

介護の支えを大きく後退させるものにほかなりません。 

  介護保険改悪の具体化と実施を許さない声を大きく広げるとともに、消費税の増税に

頼らない社会保障の再生や充実に転換させる運動が大切だと考えます。今求められてい

るのは、介護サービスからお年寄りを締め出すことではなく、何よりも高齢者が健康で

生き生きとした生活を送るための自分らしく元気に暮らせるまちづくりではないかと思

います。それは介護保険事業の財政が逼迫しているから介護予防が必要という意味では

なく、高齢者が充実した生き方を少しでも長く続けることができるような施策の実践に

ほかなりません。 

  高齢者が要介護になる原因としては衰弱及び転倒、骨折が約３割を占めます。その要

因として低栄養など指摘され、一般的に血清アルブミン量や血清鉄が相関するとも言わ

れています。加齢とともにあらわれてくる身体的及び精神的な症状や疾患を老年症候群

と呼びますが、そうした老年症候群の早期発見と予防事業の充実が求められていると言

えましょう。 

  一方、介護予防には高齢者の主体的なかかわりが重要であり、ポイントだとも言われ

ています。知識の普及や専門職からのアプローチだけではなく、高齢者自身が取り組む

活動でもあるべきだと指摘されています。 
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  紀美野町の介護予防事業における１次予防の取り組みと今後の見通し、自主グループ

の状況と活動継続支援についての現状をお願いいたします。 

  質問の２点目は、午前中の町田議員の質問とも重なる部分がありますが、空き地や空

き家管理の適正化に関する条例の制定についてです。 

  住宅地に放置された空き地や空き家が草ぼうぼうだったり、ごみが散乱したり、また

樹木が生い茂って隣の民家まではみ出してしまうなど、迷惑な空き地や空き家が全国的

にふえる傾向にあります。紀美野町でも適切に管理されていない土地や建物が散見され、

そうした物件に関する住民からの相談を受けることはあります。 

  空き地や空き家の管理が不適切になると、景観上の問題が生じるだけではなく草花の

花粉で子供の体調が悪くなる、害虫が発生して近所の家に飛んでくる、不法投棄を誘発

する原因になるなど、住民の安全や生活環境に悪影響を与えるおそれが生じます。多く

は世帯者の高齢化や遠くに居住しているので目が届かないなどの理由から放置されてい

るものですが、所有者がわからないケースもあります。空き地や空き家を放置するとさ

まざまな問題が発生しますが、地域住民に対して被害を及ぼすことになりかねません。

そのために少なくない自治体で空き地・空き家の適正管理に関する条例を制定していま

す。 

  空き地や空き家は適切に管理し、問題が起きたときは迅速に対応することが重要です。

紀美野町でも空き地や空き家管理の適正化に関する条例を制定する考えがないかお伺い

いたします。以上です。 

（３番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 登壇） 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    田代議員の１番目の御質問にお答えいたします。 

  御質問の介護予防の取り組みでございます。議員御指摘のとおり、高齢者が介護の必

要となる原因として、認知症、高齢者による衰弱、関節疾患、転倒骨折など、老年症候

群が多くを占めています。 

  この老年症候群は、老化による足腰の虚弱化、低栄養、口腔機能の低下、認知機能の

低下、尿失禁により、体を動かさないでいるとさらに悪循環が起こり、要介護状態とな

っていくと言われています。そのために、個人の状態に応じた早い取り組みが介護予防

のために有効であると言え、早期発見と予防事業の充実が必要と考えております。 
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  紀美野町では、１次予防事業として、地域サロンや地区集会所で健康相談を兼ねて介

護予防全般の講義や体操などで、広く介護予防についての理解を深めてもらうようにし

ています。昨年度の実績は、サロンの啓発は５１回、延べ４７５人、また各地区集会所

での啓発は２６回、延べ３０９人の参加でした。 

  次に、運動教室として、１つは和歌山大学と県が共同開発した「わかやまシニアエク

ササイズ転ばん塾」です。 

  これは高齢者のための筋力トレーニング教室で、３カ月１クールとし、毎週１回行う

もので、平成１６年から２０年度までの実績後、その卒業生が自主グループを立ち上げ、

現在も４グループが活動されています。町は継続的に支援する形で昨年度は３回、延べ

３７人のフォローアップ研修を実施しました。なお、今年度は５年経過したこともあり、

新たに１クールの開催を予定してございます。 

  ２つ目は、県立医科大学整形外科の研究事業で、腰痛・膝痛予防のための「ロコモ教

室」です。 

  これは大学の２年間の研究事業として、平成２４年度に講演会及び８回の教室を行い、

延べ７１人の参加でした。また、平成２４年度に参加された方の６カ月・１２カ月・２

４カ月の評価を行うものですが、評価だけではなく、教室終了後の自主活動を支援して

まいりました。 

  ３つ目は、２次予防と同時に実施ですが、総合福祉センターのトレーニングマシンを

使った「健康アップ・チャレンジ教室」です。 

  これは運動指導士の指導による教室で、３カ月１クールとし、毎週１回行うもので、

平成２５年度は３クール、延べ３４８人が参加されました。また、卒業生は自主グルー

プとして運動を継続されているとともに総合福祉センターのトレーニングルームの利用

につながっています。 

  ４つ目は、高知市が平成１４年に開発した「いきいき百歳体操」です。 

  これは、準備運動・筋力運動・整理体操の３つの運動を、ビデオを見ながら手首と足

首に重りをつけて椅子に座ってゆっくり手足を動かすものです。無理な運動をせず個人

に応じた運動で、年齢に関係なく運動効果が得られると言われています。また、行政が

かかわるのは導入部分だけで、その後は自主活動として行うことが推奨されています。 

  平成２６年度は、県のモデル事業として国吉出張所で１０月から毎週１回、１０人で

実施しています。 
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  次に、認知症予防として、１つは県立医科大学脳神経外科と県が共同開発したプログ

ラムを使った「脳のトレーニング教室」です。 

  これは、認知症サポーター医の協力をいただきながら、３カ月で８回１クールが標準

の教室です。医師の講義により認知症についての理解を深め、認知症検査により早期発

見・早期治療につなげ、認知症予防ドリルの宿題や集団活動を行うことで、認知症の予

防方法を習得するものです。 

  平成２４年度までの実績後、その卒業生が自主グループを立ち上げ、現在も３グルー

プが活動されています。町は継続的に支援をしています。また、昨年度は実施を見送り

ましたが、今年度は１クール述べ８０人の実施を予定しています。 

  ２つ目は、東京都老人総合研究所と筑波大学が共同開発した「ファイブ・コグ検査」

です。 

  検査は集団で行うもので、決められたビデオのスクリーンを一緒に見てもらいながら、

それぞれテスト用紙に記入していくものです。また、その後、結果説明を行うものです。

また、この検査で手先の運動機能のほか、記憶、注意、言語、視空間認知、思考の５つ

の知的機能をはかるもので、低下してくる機能を知り、鍛えることを目的としています。 

  昨年度の実績は、５回、延べ１４２人でしたが、今年度は地域サロンや認知症サポー

ター養成講座、介護予防講座でも実施します。 

  このようにさまざまな介護予防事業を展開しているところですが、運動や教室の内容

に加え、集まって話をしたり笑ったり、また役割や生きがいを持つことも、介護予防に

は重要と考えています。 

  現在行っている地域サロン活動の推進や、各種介護予防事業を継続するとともに、老

人クラブやシルバー人材センター、またボランティア活動等による生きがいづくりにつ

いても推進していきたいと考えています。 

  また、特に認知症や高血圧予防など高齢期の健康づくりについても積極的に推進して

いきたいと考えていますので、御理解いただきたいと思います。以上、答弁といたしま

す。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

（住民課長 増谷守哉君 登壇） 

○住民課長（増谷守哉君）    それでは、田代議員の第２問目の空き地や空き家管理
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の適正化に関する条例の制定について、答弁をさせていただきます。 

  紀美野町における空き地や空き家の管理につきましては、紀美野町火災予防条例第２

４条の第１項に空き地の所有者等の火災予防上必要な措置について、また第２項に空き

家の所有者等が当該家屋への侵入防止や火災予防上必要な措置について明記し、所有者

または管理者に適正な管理を行うよう努めなければならないことを規定してございます。 

  しかしながら現状は、一部の空き家や空き地でございますが、適正に管理されず、防

災面、衛生面、景観面での生活環境を害していることから周辺住民からの苦情が年間二、

三件程度住民課に寄せられている状況でございます。 

  先ほど、町田議員の質問の際にも御答弁させていただきましたが、空き地や空き家に

つきましては所有者の所有物でございまして、原則として所有者には自己の所有物を適

正に管理する義務と社会的責任を負っていることから、所有者みずからの責任と負担に

よって適正な管理をしていただけるように、自治会や地域の皆さん、関係機関の御協力

もいただきながら問題の解決に取り組んできているところでございます。 

  議員御質問の紀美野町でも空き地や空き家管理の適正化に関する条例を制定する考え

がないかという御質問でございますが、現在、国の動きとして、先月の２７日に問題の

ある空き家への対策を進めるための空き家等対策の推進に関する特別措置法が公布され、

今後３カ月を超えない範囲内に施行となります。この特別措置法では、市町村長の権限

が強化されています。また、市町村の空き家対策への費用補助や衛生上の措置等が講じ

られることとなります。 

  このような状況下の中、紀美野町の空き地・空き家等に関連する条例等の制定につき

ましては、まず、この法に基づき今後出されてくる国の基本方針や関連補助事業等の情

報収集を行うとともに周辺自治体の動向も注視しながら、条例等の制定についても研究

を重ねてまいりたいと考えてございますので、御理解を賜りますようによろしくお願い

いたします。以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ３番、田代哲郎君。 

○３番（田代哲郎君）    介護予防の働きかけというのは、介護サービスをまだ利用

していない虚弱高齢者をターゲットにするのが最も効果的だということで言われていま

す。ですから、介護保険を利用していないけれども、いずれそういう利用の可能性があ

るという虚弱高齢者の把握が大切となっています。 
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  先ほどから老年症候群という、いわゆる加齢とともに体が弱ったりいろんな症状が出

てくる状態をいいますが、そうしたもののスクリーニング方法としては、東京都老人総

合研究所が開発した介護予防健診ということで、お達者２１健診というのがあります。

これはもうちょっと古いんじゃないかと言う担当者もありますが、どこでも簡単に１８

項目の質問と３項目の体力測定から成っていまして、専門職でなくても利用できるよう

に簡単・便利なもので、特定健診や訪問活動、地域サロンなどでも簡単に実施できると

思われます。 

  以前、県から出されたこういう介護予防のパンフレットの中にもこういうふうにはめ

込まれてまして、これは非常に簡単に実施できるということで、普及を広げていくには

適当ではないかというふうに思います。 

  我が町紀美野町でも介護予防の事業というのは非常に手広く行っているんですが、い

ずれにしても介護予防というのは一人でも多くの高齢者に参加してもらうということが

大事で、そういう取り組みが大切ではないかというふうに思います。 

  １１月１２日ですが、政務調査として、古座川町の１次予防高齢者施策について、ど

んなことを取り組んでいるのか見てきました。ふれあい地域サロンやふれあいいきいき

サロンの交流会とか介護予防健康教室など、我が町と同じように熱心に取り組んでいま

した。２次予防高齢者の把握として、健診の希望調査票の配布時に同封して回収してい

るということでありました。 

  紀美野町でもファイブ・コブテストとかサロンなどは非常に手広く広がっていますし、

そこでの介護予防啓発活動とか自主グループのシニアエクササイズＯＢとか体力測定や

フォローアップ研修など、ロコモ体操なども取り入れられていて、非常に幅広い介護予

防に精力的に取り組まれています。 

  いわゆる１つは、１次予防が必要な老年症候群把握のために現在どんなスクリーニン

グを実施しているのかということが第１点と、これだけどんどん介護予防の取り組みが

広がっていくと、マンパワーという問題が当然生じてきます。だから徹底した介護予防

のためにはマンパワーというのは非常に欠かせないことだと思うので、そういうマンパ

ワーの問題について取り組む考えは、もっとマンパワーの確保ということで取り組む考

えがないのか、質問いたします。 

  それから空き地や空き家管理の適正化に関する条例の制定と。法が施行されて、そう

いうことが非常にやりやすくなるであろうということ、そのこともあわせて法律の中身
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とかも十分精査した上で周辺自治体の状況などとかも含めて研究していきたいという答

弁ですが、具体的に言いますと宅地造成をした業者が所有しているであろうと思われる

例えば団地などののり面、そこに樹木や竹が生い茂り、民家のほうにかぶさってくると。

台風なんかのときには非常にだーっと民家のほうへなびいてきて大変危ないという、屋

根に覆いかぶさってきたりということが起こったり、空き地に生えている樹木が非常に

大きくなって、台風のときそれにフジが大きく巻きついていて、それが民家の屋根に覆

いかぶさってくると。それも台風のときなんかは屋根に当たるそうなんで。ただ、その

空き地の所有がはっきりしないとか、そういうことがあったり。それから畑ののり面に

草が茂って民家に覆いかぶさってくるという例とか。 

  先ほどの町田議員への答弁の中でもあったんですが、空き家にスズメバチが大きな巣

をつくって近所の民家の周りを飛び回るということで、危ないので何とかしてほしいと

いう、そういう相談とか、そういうケースが結構あるわけで。行政としては相談に乗っ

ていただけますけども、やっぱり民間同士の問題というのがネックになって、それから

個人情報保護の問題があって、なかなか課を越えて直接手を打つというのは難しいとい

うケースが時々あります。 

  ただ、民間の問題として、住民みずから取り組もうとしても地権者や持ち主を調べる

だけでも大変で、なかなかだからといって全課へ行って、固定資産もかけて課税対象が

誰なのかということなど、一住民で調べにいってもなかなかそういうことは難しいとい

う。だから行政でそういう条例を制定して対応してもらえば、個人ではなかなか思うよ

うにいかない問題にも対応できるんじゃないかということで、行政として担当課の条例

に基づいてお願いとかそういうことができるような体制であれば、相談窓口もはっきり

するし、条例に基づいてやっているんですって。ましてやその県の法律も施行されると

いうことで、市町村の権限も非常に強化されるということなので、やっぱりそういう条

例をぜひとも制定してほしいというふうに考えますが、その辺の確認をもう一度させて

ください。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    田代議員の再質問でございます。 

  第１点目は、２次予防のスクリーニングがどうかということでございます。現在、先

ほど答弁にもございました転ばん塾、それからロコモ教室、健康アップチャレンジ教室、

いきいき百歳体操、脳のトレーニング教室、ファイブ・コグ検査については基本チェッ
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クリストを簡単に問診し、フォローアップ研修ということで、ころばん塾では昨年度は

３回、延べ３７人、それから体力測定、その際に保健師によるいろいろな設問に対して

のお答えとかをやってございます。 

  それからロコモ教室も同じく大学の研究事業であり、平成２４年度から月１回程度医

大整形外科のドクターが指導や講義があったものでございます。今年度は現在１回とい

うことでございます。 

  それから健康アップチャレンジ教室もいきいき百歳体操も保健師が参加し、全てでは

ないのですが参加し、フォローアップを行ってございます。 

  それから基本チェックリストでございますが、簡単な問診をし、郵送や配布をしてご

ざいます。サロン教室等でも行ってございます。 

  日常圏域ニーズ調査でも設問の中にも入れてございます。今現在、１次予防について

は全員６５歳以上、４,０５４名でございます。それから２次予防の対象者については、

２６年７月現在では７９０人、これについては現在認定者が１,０２４名ございます。

これを除いて、あと７９０人が２次予防の対象者として把握もしてございます。 

  次に、第２点目のマンパワーの確保はできないのか、人材確保はできないのかという

ことでございますが、現在保健福祉課の保健師等、またアルバイトで対応してございま

す。マンパワーの確保については、他の市町村に比べ保健師等の人数も多いという把握

をしてございますので、できているものと認識してございます。以上、答弁といたしま

す。 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

○住民課長（増谷守哉君）    田代議員の再質問にお答えさせていただきます。 

  空き家・空き地の町民に身近な条例をつくって、やはりやっていったらどうかという

ことでございます。空き地対策特別措置法には２つの狙いがありまして、１つはこれま

で説明させていただいた問題のある空き家への対策でございます。法律で問題のある空

き家を特定空き家等と定義いたしまして、市町村が空き家への立入調査を行ったり、ま

た指導・勧告・命令、最終的には行政代執行までとれるような措置が設けられてござい

ます。 

  所有者が命令に従わない場合には、過料の罰則という大変厳しいものも設けているよ

うなものでございます。また、登記が曖昧で空き家の所有者がわからないという課題に

つきましては、固定資産税などの課税のための個人情報を必要な範囲において利用でき
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るということも明示されてございます。 

  そしてもう一つの狙いにつきましては、活用できる空き家の有効活用、これにつきま

しては市町村に空き家のデータベースを整備し、空き家、また空き家の跡地を活用でき

るような、促進できるようなことの計画をつくっていかなければならないというふうな

規定もなってございます。 

  田代議員が申された条例につきましては、この法に基づいて、その条例をしなければ

ならないものか、その辺もさらに研究しまして、おくれることのないようにしてまいり

たいと考えてございますので、御理解を賜りたいと思います。答弁とさせていただきま

す。 

○議長（小椋孝一君）    ３番、田代哲郎君。 

○３番（田代哲郎君）    健康講座の定着をほかの形ででも問題にして、こういう健

康プログラムをやるから参加を募集しても応募してくる人の多くが既に運動習慣を持っ

ているとか、それから内容が違っても応募してくる人はいつも同じような人であるとか

という。それから、何よりもプログラム終了後になかなか行動が定着しにくいという問

題があります。長期にわたってそういう介護予防の自主事業というんですか、そういう

のを続けていくというのは非常に難しいんで、それなりのやっぱりフォロー、支援が必

要だというふうに思います。 

  非常に幅広くたくさんの介護予防事業を行っていますので、どうしてもそれなりの、

特に我が町のように高齢化率が高いところでは、それなりにたくさんの専門職も必要に

なってくるかというふうに思います。十分な人手をかけて何よりも介護保険の財政がど

うとかという問題ではなくて、介護予防することでいつまでも元気で長生きできる町に

という、一つのまちづくりとしてそういうことに取り組む必要があるんじゃないかと思

います。 

  １つ、提案したいのは、せっかくファイブ・コグテストという都道府県と筑波医大で

開発したテストを実施しているので、それとセットになっているいわゆる認知症低下予

防を目的とした住民主体の活動として、認知機能の低下をおくらせる習慣を身につけ、

長期に維持する地域活動の育成支援という目的でつくられた地域型認知症予防プログラ

ムというプログラムがあるんですが、その４つあるプログラムの中のウオーキングのプ

ログラムによる有酸素運動の習慣化であれば定着しやすいのではないかというふうに思

います。 
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  こういうことでの自主活動を育てていくためにファシリテーターの養成という問題も

あるんですが、認知症予防のためにせっかくファイブ・コグテストを実施しているんだ

から、その地域型認知症プログラムの普及についても研究なり取り組みの準備をしたり

といろいろあると思いますが、検討してみてはどうかということが１つと、それから幅

広く認知症だけではなく介護予防プログラムというのは今いろんなのが開発されて、い

ろいろな自治体でいっぱい運動プログラムであるとかそれを長く定着させるためのいろ

んなシステムを開発されています。 

  だからそういうのをどんどん取り入れて、これからも要介護状態にならない、ならな

いというよりも認定者全体の数が減っていけばやっぱりみんな元気で生きていけるとい

うことになると思いますので、そういうことも認定するためには町が高齢者が元気に生

きられるまちづくりとして介護予防に徹するために、今は保健師中心に専門職がたくさ

んそういうことに取り組んでいるのは理解してますけども、なお一層のやっぱりマンパ

ワーの充実が必要ではないかと思いますので、そういうことに取り組む考えがないかお

伺いいたします。 

  空き地や空き家管理の適正化に関する条例については、法が施行されたらそれだけで

十分なのか、条例が必要なのかという問題が起こってくると思います。ただ、全国的に

はこの手の条例を制定してる自治体は結構ありまして、隣の紀の川市もそうなんです。

１０月に紀の川市の環境衛生課で政務活動調査をしてきまして、紀の川市の空き地管理

の適正化に関する条例というのについて、その経緯とかを勉強してきました。 

  これは合併前の打田町、粉河町、桃山町、貴志川町で空き地管理の適正化に関する条

例を制定していたんで、ただ、那賀町だけがなかったそうです。それを合併協議で新し

い市になっても継続し、条例とそれから規則を制定しようという申し合わせができて、

そのまま引き継いだもんだそうです。 

  新しい紀の川市の条例では、雑草などの刈り取りを紀の川市へ委託できる旨の制定も

入っています。条文も入っています。運用ではシルバー人材センターを紹介したり、土

地所有者が直接シルバー人材センターに委託するのは一般的だそうですけど、そういう

ことが一般的で、第７条に草刈りが困難なときは土地所有者は直接市に刈り取りを委託

することができる旨の条文も入っているんです。この場合の委託料は、１平米当たり１

００円だそうです。ただ、この１００円という値がどうなのか、この条文を残しとくべ

きでなのかどうかは今検討中だそうですけど、今のところ１平米１００円で委託を受け
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るということになってるそうです。多くはシルバー人材センターへの委託だということ

です。 

  苦情等の報告があれば、土地と所有者に対してこういうふうに最初は雑草等の刈り取

りを依頼通知ということでお願いしますというのを市の担当課名で出しています。それ

でも期日までにやってもらえない場合は、こういうように市長名での勧告を出すそうで

す。ただ、いろんな考え方がありまして、そうまで厳しくしていって非常にトラブルの

原因になるんではないかという話もありまして、それをどの程度の働きかけにするのか

ということは非常に難しい問題もあると思いますが、今のところ紀の川市の条例では勧

告も出すということになっています。 

  新しい法律が非常に厳しいというか、先ほどの説明では行政代執行もやるし過料も科

されるということで、特措法がどういうふうな形で運用されるのかというのはまだわか

らないので、今は条例を制定するべきかどうかというのも、制定したほうがいいのかど

うかということもあると思います。ただ、やっぱりそういうことも含めて条例制定につ

いて必要があればやっぱり制定するという方向で取り組むべき、でないと、条例がない

と自治体として住民からでもどこへ持っていけばいいんかという、どこの課で担当する

んか、自治体としてどういう働きかけができるのかということも非常に漠然とした状態

で、今みたいに何かとりあえずはわかっていればお願いにいこうかとか、しかし基本的

には民と民というのはどの対応で、民民の対応でできる場合は問題がないんですがなか

なかそうはいかない場合もあるので、そういうふうに法の運用をにらみながら、もし条

例の制定をしたほうがいいのであればやっぱり制定を検討してほしいと思います。その

点についての考えをお聞かせください。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    田代議員の再々質問でございます。 

  健康プログラムから応募者が少ない、行動が定着しにくい、フォローが必要だという

ふうな御指摘でございます。確かに継続支援が必要であると考えますので、できるだけ

継続支援をできるように考えていきたいと考えます。 

  それからファイブ・コグの検査終了後、地域型認知予防プログラム、有酸素、普及は

検討できないかということでございます。プログラムについての知識がございませんの

で、また研究したいと考えますので、お願いいたします。 

  それから介護予防を介護予防プログラム、システム等の導入でやはりマンパワーが必
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要ではないかというふうな御質問だったと思います。現在、保健福祉課の保健師等で精

いっぱい努力してございます。とても回らないよというふうな内容になってきた場合に

は、また検討してまいりたいと思いますが、現状では保健師の産休が終わり来年１人ふ

えますので、足りているというふうな考えでございますので、御理解いただきたいと思

います。答弁といたします。 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

○住民課長（増谷守哉君）    田代議員の再々質問にお答えさせていただきます。 

  県内の空き家とまた空き地の条例を制定してるところ、ちょっと簡単に説明させてい

ただきます。 

  空き地につきましては上富田町、それから岩出市、それから紀の川市、白浜町、橋本

市が条例を制定してございます。これはもちろん今の法律が制定される以前、早いとこ

ろでは上富田町で昭和５１年にもう制定して、遅いところでは平成２４年の橋本市が制

定してるというものがございます。それとまた空き家につきましては、和歌山市のほう

で平成２５年の４月に空き家の適正管理に関する条例ということで制定して、現在運用

しているところでございます。 

  各市町村の状況を聞いてみますと、やはり今の法律ができたということで、それに基

づく基本方針が国のほうから示されることになっています。それにのっとった計画等も

市町村のほうで策定していかなければならないということもありますし、従来つくった

条例自体がこの法にのっとったものではございませんので、またそれの見直し、もし制

定が必要であるんであれば見直しをやっていかなだめだということで、今国の状況、出

てくる資料等について、また研究をしていきたいということで伺っております。紀美野

町につきましても、もう従来条例はないんですが、田代議員が言われましたとおり必要

であれば、それはもう整備していかなければならないと考えてございますので、御理解

のほどよろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    これで、田代哲郎君の一般質問を終わります。 

  続いて７番、上北よしえ君。 

（７番 上北よしえ君 登壇） 

○７番（上北よしえ君）    私からも介護支援ボランティア制度についてお伺いした

いのですが、先ほど同僚議員からも質問がありましたので、重複する質問になると思い

ますので、先ほどの答弁の中で２件ばかりお伺いしたいと思います。 
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  １点目はポイント換金の財源は地域支援事業であり、介護支援ボランティアに参加し

ない人が支払っている介護保険料も含まれている、介護支援ボランティアに参加しない

者に負担させるのは適当ではないのではないかという答弁もありました。また、６５歳

以上の方全員の理解を得なければいけないのではないかという、また答弁もあったと思

いますが、これについて介護支援ボランティアに参加しない方にも制度上負担を求めて

いくのは事実だと思いますが、例えば現在行われている地域支援事業で介護予防事業に

参加する者、しない者にも同様のことが言えるのではないかと思いますが。また、介護

予防教室に参加しなくても負担は求められているのではないかと思いますので、これに

ついてお伺いしたいと思います。また、この事業を実施するに当たり６５歳以上の方全

員の理解を得られたのかどうかお伺いします。 

  ２点目は、検討課題として新しい総合事業で取り組んでいただけるという答弁でした

が、これを取り組んでいただくためにアンケートではなく訪問して聞き取り調査をぜひ

行っていただきたいと思いますが、これについてもお伺いさせていただきます。以上、

２点、よろしくお願いいたします。 

（７番 上北よしえ君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 登壇） 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    上北議員の御質問にお答えしたいと思います。 

  先ほど町田議員の質問と重複する点があるのでということでありましたが、お答えさ

せていただきたいと思います。 

  介護保険制度の中で、地域支援事業の一環として介護支援ボランティア事業が認めら

れるようになりました。これは社会参加活動が高齢者自身の介護予防につながることか

ら、元気な高齢者による介護者への支援ボランティアを奨励し、地域支援事業及び介護

給付費の費用を直接・間接的に抑制することができる制度であり、ポイント制とは、た

まったポイントを利用時に高齢者の介護サービスを受ける際に換金するようなシステム

でございます。 

  先ほど上北議員のほうからの質問で、ポイント換金をする場合に６５歳以上の方の同

意が必要ではないかというふうなことでありました。一応介護保険制度の中で今回考え

ておりますのは、来年４月からの新しい介護保険制度の中で施設サービス、それから居

宅サービス、地域密着型サービスというのが介護給付費でございます。それから予防給
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付費として介護予防サービス、地域密着型介護予防サービスを予防給付と申します。そ

れから今度新しく総合事業というふうな位置づけでございます。介護予防、それから生

活支援サービス事業、一般介護予防が新たに想定されております総合事業というふうな

形になってございます。 

  それで今回総合事業の中の一般介護予防事業を使ってという形で検討・研究をしてい

きたいとの、町田議員への答弁でございます。６５歳以上の方の理解が必要になるとい

うのは、大切な介護保険料を使ってという形になります。御存じのように介護保険とい

うのが５０％が税金、それからあとの５０％が保険料でございます。保険料の内訳とし

て２９％が４０歳から６４歳までの２号被保険者の保険料で、それから２１％が６５歳

以上の保険料というふうな区分けになってございます。 

  その介護の費用を使っていくために６５歳以上の方の大切な保険料が含まれますとい

うことで、ボランティアに参加されない６５歳以上の方の御理解を必要と考えることで

答弁したものでございます。 

  それから２点目の訪問して聞き取りを行ってくださいというふうなことだったと思う

んですが、一応研究し、その後検討し、研究を行っていきたいというふうなことで答弁

させていただいてございます。現在第６期介護保険事業計画及び老人福祉計画を包括し

た紀美野町長寿プラン２０１５を策定中でございます。介護保険の改正に伴い、新しい

総合事業の中で一般介護予防事業としての高齢者の社会貢献・社会参加による生きがい

づくりを進めるため、地域社会の社会資源とともに元気な高齢者にも活躍していただけ

るような仕組みづくりを考えていく必要があると認識してございますので、さらに介護

支援ボランティアについて研究してまいりたいと考えております。 

  訪問して聞き取りというのはよくわからなかったのですが、以上でございます。以上、

御答弁といたしますので、御理解いただきたいと思います。以上で終わります。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 降壇） 

○７番（上北よしえ君）    答弁漏れです。今現在行われている介護予防教室、また

介護予防事業に対して全員の理解を得られたのかどうかという、この教室にも確かに介

護保険料が使用されていると思うんですが、これも質問させていただいたと思うんです

が、答弁をお願いします。 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    答弁漏れでございます。 

  現在行われている介護予防事業全てではないんですが、介護保険の給付費の３％まで
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が地域支援事業等で使える費用になってございますので、この費用をもととして行って

いる介護予防もございますので、議員おっしゃるとおりでございます。以上、答弁とい

たします。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ２時３０分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時３２分） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    済みません、答弁漏れでございます。 

  現在行われている介護予防の事業も介護保険料を使っているので、６５歳以上の方の

理解を得られたかという御質問だったと思います。確かに言われるとおりでございます。

現在、全ての介護予防事業が介護保険料から回っているものでもございません。予防事

業ということで、一般会計の衛生費から出てる分もございますので全てではないのです

が、一部は介護保険の保険料のほうから捻出してございます。 

  理解が得られたのかという質問でございますが、現在そのように確認しているところ

でございます。以上、答弁といたします。 

○議長（小椋孝一君）    ７番、上北よしえ君。 

○７番（上北よしえ君）    まだこれから確認をしていくというような答弁でしたが、

ぜひともこの介護支援ボランティア制度については、高齢者を対象とした介護支援ボラ

ンティア活動で地域を貢献する高齢者を支援することで、高齢者自身の社会参加活動を

通じた介護予防を推進させる事業で、地域の支援事業、活力ある地域づくりの一環とし

て、ぜひ検討していただきたいと思います。これで質問を終わります。あとは答弁結構

です。 

○議長（小椋孝一君）    これで、上北よしえ君の一般質問を終わります。 

  続いて１１番、上柏睆亮君。 

（１１番 上柏睆亮君 登壇） 

○１１番（上柏睆亮君）    私からは、高齢者福祉について１件お伺いいたします。 



－１１３－ 

  我が紀美野町の高齢化は６５歳以上で４０％を超え、県下でも４番目に高い高齢化と

聞いております。そんな中、寺本町長初め職員一丸となって高齢者福祉に取り組んでい

ただいていることはよく承知しておりますが、特に山間集落で暮らしている高齢者の

方々の御意見を聞きますと、日ごろは元気であっても夜中等に何かが起きて、隣近所が

何百メートルも離れていて連絡がとれないため、大変不安を感じながら日常生活を送っ

ている方々が多数おられます。 

  紀美野町でも緊急通報装置貸与事業という制度があり、その対象者に、町内に住むお

おむね６５歳以上のひとり暮らしの老人等々がありますが、この制度を知らない高齢者

が多数おられます。そこで、この制度を一人でも多くの方に知っていただいて取り組ん

でいただき、今まで紀美野町を支えていただいた高齢者の方々の安心して暮らせるよう

取り組んでいただけないか、お伺い申し上げます。以上でございます。 

（１１番 上柏睆亮君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、宮阪君。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 登壇） 

○保健福祉課長（宮阪 学君）    上柏議員の御質問にお答えいたします。 

  まず、現在紀美野町緊急通報装置貸与事業について、簡単に説明いたします。 

  町内に住所を有するおおむね６５歳以上のひとり暮らしの方や寝たきりの方等に貸与

しております。この事業は、町が大阪ガスセキュリティセンタ―と契約をしており、貸

与する機器は緊急通報装置本体、ペンダント式発信機、火災センサーの３種類です。利

用者がボタンを押すと、２４時間体制で大阪ガスセキュリティーセンターのコールセン

ターに電話がつながります。コールセンターは利用者の状況を確認し、協力員もしくは

消防本部への出動要請を行います。 

  設置数につきましては、本年１２月１日現在１４９世帯です。本年４月以降新規は１

６件、廃止は８件でございました。設置台数は１４９台で、内訳といたしまして町内の

ひとり暮らしの方が１４０台、それから残る９台は、ふたり暮らしですが同居人が認知

症や障害の方、住所登録があるにもかかわらず家にいない方でございます。 

  また、町内全てのひとり暮らしの方は５４７人、うち２７％が緊急通報装置の貸与を

受けられています。 

  通報実績でございますが、緊急、火災、相談、誤報の４項目があり、平成２６年４月

以降、緊急は２件、火災はゼロ件、相談は１６件、誤報は４０件であり、誤報が一番多
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くなってございます。 

  この事業の周知方法でございますが、地域の民生委員により制度の説明及び代行申請、

災害時避難行動要支援者の見守りスタッフによるひとり暮らしなどの訪問時に説明、町

のホームページに掲載、介護保険ケアマネジャーの会議での依頼などを行ってございま

す。 

  また、ひとり暮らし高齢者５４７人のうち、この事業を希望しない理由ですが、まだ

元気、携帯電話がある、近所に迷惑をかけたくない等、勧めても申請に至らない等がご

ざいます。 

  また、民生委員がこの事業の必要性を感じ、身内等に連絡をしても希望されず、強制

的に進められないことの報告もございました。 

  議員御指摘の制度の周知が行き届いていないのではとの質問でございますが、今後、

民生委員、見守りスタッフ、ケアマネジャー等に対し、さらなる周知をお願いし、事業

の拡大に努めていきたいと考えておりますので、御理解いただきたいと思います。以上、

答弁といたします。 

（保健福祉課長 宮阪 学君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    １１番、上柏睆亮君。 

○１１番（上柏睆亮君）    先ほど福祉課長のほうから、民生委員とか見守り隊とい

うお話をいただきましたけど、この民生委員と見守り隊も大変高齢化で、我が身を守る

のに精いっぱいという人が多数おられます。 

  そこで、私が質問させていただいたのは、もっと自治体が中心になって、もう要らん

よという人は結構だと思うんです。積極的にＰＲして、不安の感じる人を一人でも少な

くやっていただきたいと思いまして、質問させていただいた次第でございます。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    上柏議員の再質問にお答えしたいと思いますが、皆さん方

かなり高齢化になってきたという中ではございますが、やはり民生委員やら、それから

見守り隊のスタッフ、またケアマネジャー等々通じながら、さらにこれからＰＲに努め

てまいりたい、そのように考えておりますので、ひとつ御理解をお願いしたいと思いま

す。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    １１番、上柏睆亮君。 

○１１番（上柏睆亮君）    町長の答弁で十分御理解いただいておるということで、
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積極的に進めていただきたいと思います。どうかよろしくお願い申し上げます。これで

質問を終わります。 

○議長（小椋孝一君）    これで、上柏睆亮君の一般質問を終わります。 

  続いて６番、向井中洋二君。 

（６番 向井中洋二君 登壇） 

○６番（向井中洋二君）    それでは、私から２点だけ質問をさせていただきます。 

  町内学校間交流学習について。町内には中学校が３校、小学校４校があり、それぞれ

の学校で特色ある学校づくりを進めていますが、学校間の交流学習の取り組みについて

行っているのか、また必要性についてお伺いをいたします。 

  ２点目、ブロードバンドの整備対策について。情報社会の中で最も重要と思われる超

高速ブロードバンドの整備が旧美里地区では大変おくれております。県を初め国にも働

きかけを行っていただいておることは承知しておりますが、今後の対策についてお聞き

をいたします。よろしくお願いします。 

（６番 向井中洋二君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務学事課長、中尾君。 

（総務学事課長 中尾隆司君 登壇） 

○総務学事課長（中尾隆司君）    向井中議員の１番目の質問、町内学校間交流学習

についてお答えしたいと思います。 

  紀美野町内には小学校４校、中学校３校があり、議員言われるように各学校において

特色ある学校づくりを行っておりますので、少し紹介したいと思います。 

  野上小学校では、学び合い学習に取り組んでいます。学び合い学習は、グループにな

っていろいろな考えを出し合い、多様な考え方に気づくことで自分の考えを広げたり、

深めたりする学習です。思考力、判断力、表現力やコミュニケーション能力などが生ま

れてくると考えています。 

  小川小学校では、授業のユニバーサルデザインの視点に立った研究に加え学び合いの

教育実践に学び、全員がわかる・できるをさらに進め、一人も見捨てないという理念を

追求した取り組みを行っています。 

  下神野小学校では、ことばの力向上にかかる取り組みを行っています。児童の確かな

学力や豊かな心の基盤となることばの力の向上を図るための研究・研修を行っています。 

  毛原小学校では、全員がわかる・できる授業づくりとしてユニバーサルデザインの視



－１１６－ 

点を取り入れた授業づくりを行っています。ユニバーサルデザイン研究会和歌山支部事

務局校として、年２回、夏・冬に定例会・大会を開催し、日本全国から多くの先生方に

参加していただき、研究の成果を発表しています。 

  野上中学校では、漢字能力アップ、基礎学力アップの取り組みがされています。漢字

能力検定を受検させ、パソコンやメールに頼りがちな生活の中で意識的に漢字能力のア

ップを目指します。また、基礎学力アップは、数学・英語を中心に生徒個々の基礎学力

向上を目指し、全職員で協力体制を組み、補充学習に取り組んでいます。 

  美里中学校では、各教科の授業を通して聞く・書く・話すといったことばの力を身に

つけることは生徒の思考力・判断力を養うものと考え、そのため各教科で協同学習を取

り入れた授業研究を進め、生徒のコミュニケーション能力を高める授業の充実に取り組

んでいます。 

  長谷毛原中学校では、小・中合同での授業研究を進め、ユニバーサルデザインやフリ

ートーク、学び合いについて研究を深めるとともにさまざまなメディアを利用し、授業

の工夫改善を行っています。 

  議員御質問の学校間の交流学習の取り組みについては、授業を合同で行うようなこと

はありませんが、スポーツ等において合同で行うことがあります。毎年スポーツ公園で

開催される町内小学校記録会やふれあいマラソンへの参加があります。また、修学旅行

についても合同で行っております。児童の交流ということについては子どもまつり、通

学合宿、児童館のイベントへの参加があります。 

  子供たちには交流を通じて地域のすばらしさ、良好な人間関係、紀美野町を背負う人

材の育成のため、継続した取り組みを考えていきたいと思っております。以上、簡単で

はありますが、答弁とさせていただきます。 

（総務学事課長 中尾隆司君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、牛居君。 

（総務課長 牛居秀行君 登壇） 

○総務課長（牛居秀行君）    私からは、向井中議員の２番目の御質問でございます

光ブロードバンドの整備対策について、お答え申し上げます。 

  先ほど美濃良和議員の御質問でもお答えいたしましたが、現在紀美野町では旧野上地

域ではＮＴＴ西日本が光ブロードバンドを実施してございますけれども、議員御指摘の

とおり、旧美里地域ではブロードバンドの整備がおくれている状況でございます。現在
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町長を筆頭に通信事業者や総務省、県情報政策課と事業化に向け調整協議を行っている

ところでございますが、具体的な事業開始に至っていない現状でございます。 

  先月、町長が上京した折に総務省に出向きまして、直接国の担当課長と協議するなど

精力的に事業化実現に向け取り組んでいるところでございます。また、県知事に対しま

して光ブロードバンド整備支援の県補助金の新設要望もしているところでございます。 

  旧美里エリアにつきましては、面積が広く集落も散在しているため、光ケーブルの総

延長も１００キロを超えることが想定され、通信事業者も町の補助金なしでは採算性に

問題があるとして事業化に難色を示しているという状況でございます。また公設公営で

の事業化につきましては、維持費がかさみ将来の町財政に大きな負担となり、持続可能

な事業として構築できないことが予測されます。 

  現在当町において最善の方策を模索すべく県情報政策課と協議をしているところでご

ざいますが、県内の６市町村の一部地域におきましても超高速ブロードバンドを使用で

きない状況であると聞いてございますので、これらの自治体の対策等も参考にしながら、

事業化に向けて取り組んでまいりたいと考えてございますので、御理解を賜りたいと存

じます。以上、簡単でございますが、答弁とさせていただきます。 

（総務課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ６番、向井中洋二君。 

○６番（向井中洋二君）    町内学校間交流でありますが、隣接する町で有田川町が

この学校間交流学習を行っていて、さまざまな点で子供たちの学習に成果を上げている

と聞いております。それは山間部での学校で、少人数校同士や、また人数の多い学校に

コミュニケーションづくりや、また他校の地域のことを知るといった地域学習にも役立

てていると聞き及んでおります。そうしたことから、交流学習は子供たちにとっても大

切ですし、必要なことだと私は考えておりますので、教育長のお考えをお聞かせ願いた

いと思います。 

  そして２点目のブロードバンドの整備対策についてでありますが、２５年３月末の県

内の整備状況でありますが、超高速ブロードバンドが整備に至っていないのが田辺市、

上富田町、かつらぎ町、有田川町の１市３町内のごく一部、また高野町、みなべ町は町

内の約半分が整備されていません。それ以上に整備がおくれているのがこの私たちの紀

美野町であり、その他の市町村についてはＦＴＴＨ、光ファイバーやＨＦＣ、ケーブル

インターネットが整備されていて、県内を見ましても最もおくれている地域であると思
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います。 

  この整備対策には町長も相当力を入れていただいているのは承知をしていますが、い

ま一度、町長のお考えをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    教育長、橋戸君。 

○教育長（橋戸常年君）    向井中議員の再質問でございますけども、隣の有田川町

の成果等については十分承知しておりませんのでお答えしにくいんですが、かつて旧美

里町の時代においてもそういう交流学習というのはやっておりました。現在、先ほど課

長からも答弁させていただいたように、それぞれの学校において特色ある学校づくりを

進めておりまして、それぞれの学校において微妙に授業形態の違いなどがございます。

そういった中で授業を一緒にというのはちょっと難しいところがあろうかと思うんです

けども、例えば集団活動が求められるような音楽の授業であるとか、あるいは保健体育

の授業であるとか、そういったところで必要があれば交流学習というのも今後考えてい

ければと思ってございます。 

  ただ単に授業という形での実施というのは難しいところがあります。子供同士の人間

関係であるとか教師との日ごろのかかわり方であるとか、そういった違いもありますの

で、すぐにできるというものではないと思いますけども、実技を伴うような教科等で今

後考えていければと思ってございますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    向井中議員の再質問にお答えしたいと思います。 

  さきの美濃良和議員のときにも御質問にお答えしたんですが、私も同じ紀美野町内に

ありながら旧美里管内は光ファイバーが通じてないと、これについては美濃議員のとき

にもちょっと御説明がございましたが、以前のいきさつもあったようでございます。 

  しかしながら、その後このブロードバンド方式をこの町内に引くか、それともギャッ

プフィラー方式でいくかという一つの議論がございました。これは何かと申しますと、

ギャップフィラ―でございましたら無線でテレビ放送を飛ばしていくんだと、そしてブ

ロードバンドでしたら光ファイバーで飛ばしていくというどちらかを選ぶときがござい

ました。ただ、この紀美野町におきましては御承知のとおり縦に長い、そしてどこで山

崩れっていうんですか土砂崩れがあっても不思議ではない、そうした地域でございます。 

  それともう一つは今まで共聴アンテナが非常に多かったと。そんな中でやはり個々に

は４００円、５００円というふうな料金でテレビを見てたというふうなこともございま
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して、このブロードバンド方式になりますと非常に１,５００円とか、１カ月ですよ、

そういうふうな料金が要ってくると。またそうした総合的に防災、そして今の料金体系、

そしてワンセグ、防災のときにワンセグは見られるとか、そうした全てのことを勘案し

まして、そして決定はギャップフィラー方式を採用したと。当町では。 

  そしてこの当町では、御承知のとおり旧野上管内は光ファイバーが入っているんです

よね。美里管内が入ってないと。約半分が入ってない。そんな状況の中でそう判断させ

ていただいたところでございます。 

  ただ、私も議員と同じく光ファイバーがないんが大変心労ちゅうんですか、困るとい

うことで考えております。と申しますのは、皆さん方と進めております定住支援策、こ

れにおきましても、やはり都会でそのパソコンをたたくんもこちらの紀美野町内でたた

くんも一緒やと。だからこちらへ来ていただいてでも、その会社と同じ操作ができます

よということを早くやりたい。そうした思いもありまして、実は光ファイバーを一日も

早くつけたいということで、実は私もこの３期目の公約に上げております。 

  そして、この３期目の選挙が済んだ後、知事のほうへ挨拶にいったときに、もう既に

知事に要請をしています。そのときは知事からは今後考えていこうよと、こういうお話

をいただいたんですが、この間も実は国のほうへ国道３７０号の陳情で行きました。そ

のときに国道３７０号の陳情だけではなしに、やはりこの光ファイバーも同時に陳情し

ていこうということで急遽資料をつくりまして、県内の国会議員全てのところへ行って

説明をさせていただいて、某議員のところへ行きますと、もう御承知のとおり総務省の

政務次官を紹介しようということで政務次官のところまで紹介していただいて、そして

担当課長もそこからまた御紹介いただいて話をしてきてます。 

  そんな中で、これからもやはり１年、２年かかっていこうかと思いますが、より有利

なそうした事業を取り入れながら、これを何とかやっていきたい、そうした思いでおり

ますので、ひとつ議員ともどもこれから要望等々につきましては一緒になって要望して

いただいて、そして一日も早い完成をこの目で見たい、そのように思いますので、ひと

つ御理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    ６番、向井中洋二君。 

○６番（向井中洋二君）    町内学校間学習については、もう結構でございますので。

ブロードバンドの整備対策については町長のおっしゃったとおり私どももできるだけの

ことはやっていきたいと思いますが、先ほど言いましたＦＴＴＨやＨＦＣの有線通信で
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はなくワイマックスなどのような無線通信システムの整備についてのお考えも最後にお

聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    向井中議員の再々質問にお答えしたいと思いますが、この

ワイマックス、これ実は何とかこのワイマックスを紀美野町へ連れてこうということで、

実は商工会の某氏と一緒になって話を進めてまいりました。しかしながら、このワイマ

ックスも神野市場までは来ましたけど、そこから先はやっぱり採算性の問題あり、ちょ

っと投資できないということで、実は残念ながらそこで終わったわけでございます。こ

れもある国会議員が入ってくれまして、そしてこの神野市場まで立ってるんですが、こ

のアンテナの立ったところから５０メーター範囲しか行かんということで、それであれ

ばずっと毛原・長谷宮までそれを立ててもらって、そして何とかそれを取り入れられな

いかということでしたんですが、それもちょっと今のところはとまっております。そん

な中でございますが、やはりあらゆる方法を取り入れていきたい、そういう思いでおり

ます。 

  それともう一つはスマホ、スマホへ取り入れて、そしてスマホからパソコンへつなが

る、それはもうところどころもう紀美野町内はできます。ただ、この回線が少ないと。

だから、よそで使っておったらこっちがつながらないよというケースが非常に多いとい

うことでございまして、こうした方式もあるという話を聞き、それも考えの一つに入れ

ております。 

  そうした中で、やはり今後強力に取り組みをやっていきたいと、そのような思い出ご

ざいますので、ひとつ御理解を賜りたいと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    これで、向井中洋二君の一般質問を終わります。 

  続いて５番、北道勝彦君。 

（５番 北道勝彦君 登壇） 

○５番（北道勝彦君）    ２点ばかり質問させていただきます。 

  １、若者定住の対策について、現状と効果について。全国の市町村では若者定住の対

策としてさまざまな取り組みを実施していますが、紀美野町の具体的な対策と実施され

ている現状と成果についてお聞きします。また、町長の少子化問題に対する認識と、そ

の解決に対する考えについて答弁願います。 

  ２、企業誘致について。町内の１８歳以上の労働者が働く場がなく、定住しない大き
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な要因だと思います。そのためにも企業誘致は町の活性化にも必要不可欠な対策です。

合併以来約９年が経過しましたが、今まで取り組まれた経過と実績について答弁願いま

す。 

（５番 北道勝彦君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    企画管財課長、中谷君。 

（企画管財課長 中谷嘉夫君 登壇） 

○企画管財課長（中谷嘉夫君）    私から北道議員の第１問目の若者定住対策につい

て、御答弁させていただきます。 

  このことにつきましては、今年６月の一般質問でお答えしていますが、本町では少子

化、高齢化に伴う過疎化が進み、特に山間部集落においてその傾向は著しいものとなっ

ています。このため、若い世代の町外流出を食いとめるとともに町外からの移住を促進

させる施策を展開していくことが人口対策において重要であると考え、若者定住対策に

積極的に取り組んでいるところです。 

  議員御承知のとおり、まず若者定住促進事業でございますが、この事業は、若者の定

住促進と活力に満ちた魅力あるまちづくりを推進するため、町内に居住してしようとす

る４０歳未満の若者に対し住宅を新築・購入または増改築に対し補助金を交付するもの

であり、この制度は平成２３年度に創設し、現在までに５２組に活用されています。 

  このうち町内の方が２９組、また町外からの移住者が２３組となっています。また、

平成２４年度に制度を利用しやすいように補助対象額を当初３５０万円以上であったも

のを２５０万円以上対象に変更しています。 

  次に、移住交流事業は空き家などを活用したＵＪＩターン者を町内各地域に受け入れ

るという人口対策の一環として平成１８年度より実施していますが、現在まで町外から

４７世帯９３名を受け入れています。このうち若い世代として４０歳未満の世帯が１６

世帯となっています。 

  また、平成２４年度に実施をしました下佐々住宅第２団地跡地の宅地分譲事業では、

２５年度に６区画を完売しており、そのうち５区画が町内の２８歳から３７歳までの若

い５組の皆様となっており、現在２組の方が新築されています。 

  また、これらのほかに９月末に完成しました町営住宅福井第３団地では、８世帯の方

が入られています。 

  このほかの施策として、若い世代を対象とした事業としては、中学３年生までの医療
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費支給事業などの子育て支援対策や母子保健対策についても事業を実施してございます。 

  これら各種事業を総合的に展開していくことにより、若者定住対策として若い世代が

安心して住んでいただけるまちづくりを推進しているところでございます。以上、若者

定住対策についての答弁とさせていただきます。 

  続きまして、第２問目の企業誘致について答弁をさせていただきます。 

  現在の取り組み状況といたしましては、県を含めた県内市町村で構成されている和歌

山県企業立地連絡協議会において企業進出情報の把握に努めております。 

  議員御指摘のとおり、企業誘致は地域の活性化はもとより雇用の拡大と就業者の確保、

何より人口減少の歯どめにつながる有効な施策だと考えております。しかし、当町の企

業誘致につきましては、企業立地用地の確保やアクセス道路網、通信網など数多くの課

題があり、県内に進出してくるほとんどの企業は、こうした課題をクリアした地域への

進出が多い現状であります。 

  現在これらの課題に当町も取り組んでおりますが、現時点での企業誘致については厳

しい状況であります。しかしながら、本町には企業の進出はないものの、近年では福祉

施設での雇用や定住で来られた方々が事業を始められるなど、雇用の創出にもつながっ

ております。また、税制措置としては期間が限定されておりますが、固定資産税の課税

免除の条例等も整備されております。今後も県の関係部局と連携しながら企業誘致に伴

う情報の収集・提供を行い、一層の企業誘致に向けた取り組みを検討してまいりたいと

考えておりますので、御理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

（企画管財課長 中谷嘉夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ５番、北道勝彦君。 

○５番（北道勝彦君）    １、若者定住の対策について。国や県においても少子化問

題は重要な問題として積極的に取り組まれていると思います。どこの市町村でも最重要

としていろいろなことに取り組んでいます。私は以前から若者定住対策を要望していま

すが、現在の対応では子供の減少にはブレーキがかかりません。そこで１つの提案とし

て、出産祝い金を支給するとして、１子に１００万円を１０年かけ支給してはどうか。

毎年１０万円を１０年支給することにより若者定住が進むと思います。この条例に対す

る答弁を願います。 

  ２、企業誘致について。町内には豊かな自然があり、国道３７０号線も随分とよくな

ってきました。１８歳以上の労働者が働く、また若者定住を促進するためにぜひ企業誘
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致が必要だと思いますが、町長のお考えをお聞きします。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    北道議員の再質問にお答えをいたします。 

  この質問につきましては、以前６月にも回答させていただいたと思うんですが、私は

この少子高齢化対策、これにつきまして一時的に支援をするんではなしに、やはり子供

のためということで中学校までの医療費を無料にしていくという長期的な計画の中で子

供をふやしていこうということでやっておるところでございますので、ただいま北道議

員の出生１子について１００万円の出産費を出したらどうかというお話でありましたね。

これについては私はいかがなもんかと考えますので、御理解を賜りたいと思います。 

  やはり長い目で見て、そして子供をいかに伸び伸びと育てていくか、そうしたことが

非常に大事であろうと思います。したがいまして、中学３年までと一口で言いますが、

１５歳までの１５年間医療費を無料にしていこうというんですね。非常にこれは長い。

そうした施策であろうかと思いますので、ひとつ御理解を賜りたいと思います。 

  それと企業誘致、これにつきましても私もできれば企業誘致をしていきたい、そうし

た思いでおります。やっとここに来まして議員の皆さん方の御理解のもとに国道３７０

号がやっとここでつながってくるというところまで今来ました。そんな中でございます

が、やはりこの旧野上管内には企業団地というのもあります。ここで今１１社ほどある

んですが、この従業員の募集をしてるということで、社長さん方に、この募集のときに

は紀美野町内を優先的にひとつ募集してやってくださいというお願いもしてます。 

  しかしながら、ある企業は募集をかけた、しかし応募してくる人がなかったと、そし

て他町、紀の川市やら岩出市やらと、向こうのほうから応募してきたという話も聞いて

おります。 

  私は無理に企業を連れてくるというんではなしに、やはり紀美野町の地形に合った、

そうした福祉施設、野上厚生病院もあればやすらぎ園もある、そして天寿苑もある、そ

してまた美里園もあるというふうな、こうした福祉施設の中で皆さん働いている方々が

非常に多い。例えばやすらぎ園なんかを見ますと四十何名の五十名近くの皆さん方が働

いているというふうなことで、そうしたことでも、私は企業でなくてもそうした福祉施

設の従業員として働いていただいて、そしてこの紀美野町へ定住をしていただく、それ

も一つではないかと思います。ただ、それにあぐらをかいてるんではなしに、やはりこ

の国道３７０号がついた暁には、やはり企業も来てほしい、そうした思いはございます。 
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  そんな中で、県のほうへ実はこの紀美野町でも企業誘致をしますよという届けはさせ

ていただいてます。したがいまして、県のそうした情報を見ていただいたら紀美野町の

名前も入っているということでございますので、ひとつそうした両面からこの紀美野町、

ひとつやっていきたいと思いますので、御理解を賜りたいと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    ５番、北道勝彦君。 

○５番（北道勝彦君）    何をするんでもお金が必要ということです。若者定住につ

いて、財源として一般住民のプラスにならないところをやめ、１つの例として天文台、

１年間に約３,５００万円使っておられます。若者定住対策のほうに回したらもっとい

ろいろの対策ができると思います。町長はどのように思いますか。 

  企業誘致について。私は人口減少にブレーキをかけるには働くところをつくる、企業

誘致しかないと思います。小川・福井の住宅地も、土地の値が下がると家が建ち始めま

した。業者に入っていただくには、土地の値を安く、何年間か税の優遇というようない

ろいろなやり方があります。新たな財源として国が進めているふるさと創生事業があり

ます。国に陳情して予算を獲得して企業誘致を進めてはどうですか。陳情は町長の仕事

です。このことにつき町長はどのように思いますか。答弁願います。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    北道議員の再々質問にお答えをいたします。 

  まずは天文台になるほど３,５００万円かかってると、こういうことで、これを定住

支援へ回したらどうだと。それじゃ、天文台はどうするんですか。これはやはり天文台、

前世の皆さん方が一生懸命建てて、そして紀美野町にこんな天文台があるよと、日本一

やろということでやってきたもんなんですよね。したがって、我々後世を担うものとい

たしましては、これを何とか維持しながら子供たちに天文を楽しんでいただく、そうし

たことが一つの使命ではないかと思います。 

  ただ、この天文台も実は合併した当時は７,５００万円ほどの維持費がかかっており

ました。それを何とか職員一同経費を節減していこうという中で３,５００万円まで今

切り下げております。そうした中でできるだけ多くの皆さん方にこの天文台を利用して

いただき、そしてまた子供たちのために生かしていこうと、これが一つの私は使命では

ないかと思います。 

  したがいまして、定住支援ということにつきましては、これはもう財政的には非常に

厳しいわけでございますが、私も皆さん方の御理解をいただいて、ことしから４０歳未
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満の若い定住者については５０万円の補助金をしましょう、またもともとこちらにおら

れる方で新築された場合は４０万円の補助金を出しましょうということでやっておりま

す。これはまた別の話として、私は厳しい財政の中ではございますが、やはり両面やっ

ていきたい、そのように考えておるところでございますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

  それと企業誘致ですが、非常に難しい問題と思います。道ができた、道ができればい

ろいろなことが変わってきます。今、現にもう既に変わってますよね。そうした局面を

捉まえながら、やはり我々はこの町政に生かしていくというのが執行部の仕事であり、

また議員の皆さん方の御理解を賜る、そうしたもんであろうと思います。 

  したがいまして、これから一、二年、この道路が通じますといろいろ変わってくると

思います。それをいち早く捉まえながら、やはりこの町の発展に生かしていきたい、そ

うした思いでおりますので、ひとつ御理解を賜りたいなと思います。以上です。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時２２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時２４分） 

○議長（小椋孝一君）    これで、北道勝彦君の一般質問を終わります。 

  しばらく休憩します。これで、一般質問を終わります。 

 休 憩 

（午後 ３時２５分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時４０分） 

◎日程第 ２ 議案第８９号 平成２５年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

              て 

◎日程第 ３ 議案第９０号 平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 
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              決算の認定について 

◎日程第 ４ 議案第９１号 平成２５年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳 

              入歳出決算の認定について 

◎日程第 ５ 議案第９２号 平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

◎日程第 ６ 議案第９３号 平成２５年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

              の認定について 

◎日程第 ７ 議案第９４号 平成２５年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第 ８ 議案第９５号 平成２５年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第 ９ 議案第９６号 平成２５年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳決 

              算の認定について 

◎日程第１０ 議案第９７号 平成２５年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第１１ 議案第９８号 平成２５年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２、議案第８９号、平成２５年度紀美野町一般会計

歳入歳出決算の認定について、日程第３、議案第９０号、平成２５年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第４、議案第９１号、平成２５

年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５、

議案第９２号、平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第６、議案第９３号、平成２５年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、日程第７、議案第９４号、平成２５年度紀美野町のかみふれあい

公園運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第８、議案第９５号、平成２

５年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９、議

案第９６号、平成２５年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳決算の認定につい

て、日程第１０、議案第９７号、平成２５年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、及び日程第１１、議案第９８号、平成２５年度紀美野町上水

道事業会計決算の認定について、以上１０件を一括議題とします。 

  本決算の認定について、委員長の審査、経過、結果の報告を願います。 
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  平成２５年度紀美野町決算審査特別委員会委員長、加納国孝君。 

（決算審査特別委員長 加納国孝君 登壇） 

○決算審査特別委員長（加納国孝君）    付託を受けておりました議案第８９号から

議案第９８号の１０件の決算認定について、紀美野町決算審査特別委員会を設置し、去

る１０月１５日、２３日の２日間にわたり審査いたしました。その経過及び結果につい

て報告いたします。 

  まず、議案第８９号、平成２５年度紀美野町一般会計歳入歳出決算については、例年

どおり分割して審査をいたしました。 

  合併１０年を迎えて今後の町財政運営についての質疑に対しては、合併後１０年から

１５年の５年間で段階的に交付税が減額され、１５年経過後の平成３３年には約４億５,

０００万円から５億円減額となっていく予想であるという中で、行政改革もしっかりや

りながら歳出削減、歳入確保に努めなければならない。公債費は２５年度末で１００億

円弱となっていて、今後も公債費残高を減らす努力をしていくとのことでした。 

  歳入の町税収入の落ち込みについての質疑に対しては、景気の低迷により個人の所得

の減少が大きな原因と考えられ、今後も適正な課税、適正な徴収により自主財源の確保

に努めていきたいとのことでした。 

  資源ごみ等の料金についての質疑では、古紙等資源ごみ売却やごみ袋代金、搬入や分

別方法等詳細については現在紀の海広域施設（ごみ処理場）構成市町２市１町で調整中

とのことでありました。 

  次に、歳出では、毎月発行の「広報きみの」の発行部数に対する質疑については、今

後も実情に合わせて必要部数印刷するとのことでした。 

  借地料を減額するための町の考え方については、契約更新時には必ず見直しをかけて

いるとのことで、現在借り受けている借地については、その利用状況、必要性等を検証

するため、公共施設等利用検討委員会を設立し、今後の施設の存続、取り壊しを含めて

借地の継続、土地購入、返却等を検討していくとのことでした。 

  臨時雇用の賃金・待遇改善については、町の行政需要が年々増大する一方、厳しい財

政状況下、職員数を削減していかねばならない状況の中で、臨時職員や非常勤職員を雇

用して行政サービスの維持に努めているところですが、今後、賃金の額等の処遇改善に

可能な限り取り組んでいきたいとのことでした。 

  旧美里エリアの光ケーブルの余っている容量の活用については、一部携帯電話会社へ



－１２８－ 

の貸し出しはしているものの、国の補助事業で敷設している関係上、基本的に民間への

貸し出しは認められないもので、当町の地デジ対策でギャップフィラ―での電波が届か

ない一部地域への電波送信手段として、光ケーブルを活用しているとのことで、今後残

された容量をどのように利用可能か検討していきたいとのことでした。 

  防災行政無線の個別受信機の設置については、家の玄関口で６０デシベル未満の場合

取りつけることとしているが、全戸配布は財政的負担が大きく、現時点では難しいとの

こと。先日配布されたシール、電話にて防災行政無線の内容を確認できる電話番号（フ

リーダイヤル）を利用していただきたいとのことでした。 

  木造耐震診断委託料及び耐震改修補助金関連の質疑については、耐震診断は無料で実

施、耐震改修は県・町の補助金制度を利用していただきたい。今後、住民意識を高める

ための啓発活動を実施していくとのことでした。 

  和歌山地方税回収機構の滞納処分について、年金等の差し押さえに関する質疑につい

ては、滞納者はまず納税相談をし、次に財産調査をした上で差し押さえの手順に入る。

財産も資産もない滞納者に対しては、年金等の全額を差し押さえすることなく、国税徴

収法に基づき差し押さえ可能額計算表により徴収されているとのことでした。 

  次に、長谷毛原健康センターの使用料と運営費の比較で、赤字になっていることにつ

いては、施設の修繕費（空調機、エアコン、給湯器等）が発生したためで、今後節約を

心がけて収支が合うように努力していくとのことでした。 

  長谷毛原健康センターのプール監視員の今後については、現在、施設利用検討委員会

で全ての町の施設の見直しを検討しているところで、地元とも協議をしながら進めてい

きたいとのことでした。 

  長谷毛原方面での児童館の設置・運営については、児童館としてではなく、放課後児

童が安全な場所でいられる環境づくりとして考えていきたいとのことでした。 

  夏祭りについては、今後、人口・職員数とも減少していく中での、夏祭り実施につい

ては、ボランティアの方々や職員等、皆さんの力を借りながらふるさとの夏祭りとして

今後も実施していきたいとのことでした。 

  次に、第６次産業化生産地域人材育成事業について、今後の事業展開については、生

産加工販売まで一貫して技術取得し後に指導者となれる人材を育成していきたいとのこ

とでした。 

  地籍調査の今後の取り組みについては、地元の土地所有者や推進委員の高齢化により、
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年々境界確認・境界杭の設置が困難になりつつある中、地籍調査に入るのを待たずに調

査前段階で境界杭等設置できる国等の補助金事業がないか研究していきながら進めてい

きたいとのことでした。 

  鳥獣害防止については、国・県・町単独でそれぞれ防護柵に対する補助を行い、一方

猟友会による捕獲と両面で実施しているところであるが、もっと簡単で完全な方法がな

いか研究していきたいとのことでした。 

  次に、みさと天文台の今後の運営については、町の観光資源であり教育財産でもある

中で、財政的負担軽減できるよう指定管理等も含めて運営の仕方を研究していきたいと

のことでした。 

  予備費の執行状況については、決算書の最終ページに充用科目、金額の記載のみで実

際何に使われていたかがわかりにくいので、次年度からはよくわかるように資料を改善

するとのことでした。 

  各種団体への補助金については、予算額のとおり全額交付するのではなく、その団体

の活動内容・収支状況等を確認し、必要と思われる金額を交付していきたいとのことで

した。 

  以上のような審査の経過を踏まえ採決いたしましたところ、議案第８９号の決算内容

について認定すべきものと決しました。 

  次に、特別会計及び事業会計の議案第９０号から議案第９８号について審査をいたし

ました。その経過及び結果について、主なもののみ報告します。 

  議案第９０号は国民健康保険事業特別会計で、国保税の徴収率についての質疑では、

景気の低迷により所得が上がらず、徴収率が昨年度並みでとどまっているとのことでし

た。 

  議案第９１号、国民健康保険診療所事業会計で、２診療所（長谷毛原、国吉）管内の

往診が行われているが、他の４診療所管内の往診についての質疑に対しては、現在は厚

生病院から医師が派遣で、診療所内の診察ということで対応している。今後、各診療所

の状況により検討・判断していくとのことでした。 

  議案第９２号、後期高齢者医療特別会計で、１人当たりの医療費の状況についての質

疑に対しては、２４年度と２５年度の比較では、被保険者の数、医療費はどちらも約

２％減少であり、１人当たりの医療費については変動がないとのことでした。 

  議案第９８号、上水道事業会計で、配水管の老朽化、有収率についての質疑では、平
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成７年から１０年に本管を全て入れかえているため漏水は少ないとのこと、今後も土日

祝日夜間でも２名の待機職員を配置して２４時間体制で対処していくとのことでした。 

  以上のような審査の経過を踏まえ採決いたしましたところ、議案第８９号から議案第

９８号の各会計の決算内容は、認定すべきものと決しました。 

  以上で、決算審査特別委員会の報告を終わります。 

（決算審査特別委員長 加納国孝君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    これから議案第８９号から議案第９８号まで、委員長に対

する一括質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第８９号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

  １３番、美濃良和君。 

（１３番 美濃良和君 登壇） 

○１３番（美濃良和君）    それでは、この案件について、賛成の立場から討論を行

ってまいりたいと思います。 

  １つは、委員長報告のとおり、町民税、この町税については景気のことからマイナス

になってきてると、これはもう引き続きだんだんと下がってきてるということについて、

これはやはり景気対策というのが大変大事であると。これについてはうちの町が頑張っ

てやらなきゃならないこともございますが、国のところの大きな問題があると思います。

特に最近は消費税不況と言われているように消費税の増税によるマイナス、景気のマイ

ナスのほうに向いているところが多いと思います。 

  そんな中でいろいろと資料をもらって思ったんですけれども、と申しますのも交付税、

紀美野町は交付税は一般会計の半分がこの交付税で占められていると、そういうふうな

町の財源が少ないところにあるわけなんですね。ところが、この交付税会計が大変厳し

い状況になってきてる。さきにも一般質問のときにも申しましたが、１７兆円というお

金を全国に交付税会計が歳入して、そして全国の地方自治体に交付しているわけでござ

いますけれども、その１７兆円の会計が直接間接合わせて８１兆円もの借金を持ってい
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ると、こういうふうなところであって、今後どのようなことになってくるのかというと

大変心配なところがあるわけであります。 

  そういう中で紀美野町としてもそういう厳しい中でありますけれども、十分な財政運

営というものを考えながらやっていかなければどんなことになるんかわからないという、

大変厳しい状況にあると思います。 

  そしていろいろと、例えば雨山トンネルなんかは町の運営するトンネルでございまし

て、管理するトンネルでございまして、利用される方々から大変暗いと、明るいところ

から一気に入った場合にトンネルの照明が暗ければ大変危ないんですね。それで何とか

してもらいたいとか、それから学校関係でも今委員長の報告もございましたけれども、

いろいろと臨時の方々の賃金が安くて、また臨時の方々は交通費もないから遠く離れた

ところの学校、そういうところになかなか募集をかけても来てもらえないとか、ハロー

ワークに募集をかけるんですけれども、余り賃金の時間給等が安いために来てもらえな

いとか、いろんな問題があると。こういうふうな問題についてはいろいろと調査とか検

討していただけるという答弁でありました。 

  １点、もう一つ、このところで申し上げたいと思うんですが、防衛協会であります。

さきのよく答弁であるのがいろいろと防災、ああいう津波とか、あるいは台風とかそう

いうところで自衛隊員が活躍してくれてると、そういうことに対して自衛隊を応援する

意味で、このお金を出しているんだというふうに言われるわけであります。これについ

ては、私たちはそういう防災のところで被害のあったところで活躍される、その自衛隊

員については大いにやっていただけてるということについては評価してるんです。 

  ただ、この防衛協会というのは、皆さん方がそういうように思ってられるのと防衛協

会の目的は別なんですよね。ちなみに調べてみたんですけれども、防衛協会の会長は三

菱重工の取締役会長で、この方が言ってるように、私は三菱重工業の社長・会長として

戦闘機、ミサイル、潜水艦、護衛艦、魚雷、戦車等の最先端の装備品を製造する仕事に

携わってきましたと、こういうふうに言っておられるんですね。 

  また、この全国防衛協会連合会常任理事の廣瀬って方が言ってるのでは、こう言って

るんですね、集団的自衛権の行使を評価する意味で、危険な場所における国際貢献での

任務遂行時に危惧される人的な犠牲ばかりを強調し、日本が果たすべき役割に目を向け

ないことは一国平和主義のそしりを免れないと。要するに自衛隊員がそういう場に行っ

て、命を失うことについてもそれはええんだというふうなことを言ってるわけなんです
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ね。私たちはそこのところを大きな問題だというふうに言ってるんです。今特に集団的

自衛権の行使がややこしい状況に、内閣の解釈で向けられようとしています。 

  また、今言うところの防衛協会も役員を見てみますと、ＩＨＩ相談役という方々や川

崎重工、富士通、そういうふうな要するに軍需産業にかかわる方々が占められている、

そういうふうな状況のある団体であるわけであります。 

  やっぱり私たちはこの方々が進めておられる自衛隊員の募集、こういうふうなことで

紀美野町の若者がここに出ていって、そこで命を奪われるというようなことに遭っては

ならない。また現自衛隊員に何十名の方々がこの町で現役の方がおられるというふうに

以前答弁がありました。 

  また、除隊されても、また要請があれば出ていかなけりゃならない、そんな方々の数

すらもわからないということで、多くの方々が大変厳しいことになる可能性もあるわけ

なんですね。そういうことで私たちはこの紀美野町の若者、あるいは現自衛隊員の命を

守ると、そういうふうなことから考えて、この防災関係でやっていただくことは大いに

いいんですけども、こういうふうに全国防衛協会の考え方から考えて、これは相入れな

いものがあると。そういうことからこの全国防衛協会の連合会に対する補助金、金額の

多少はどうあれ、それは紀美野町としてはやってはならないというふうなことで言って

まいりました。 

  これについて、決算審査特別委員会においては今後について考えていただけると、そ

ういうことでありました。そういうことで、私たちは、この問題はありますが、今後考

えていただけるということでありますので、全体、一般会計、合わせて８０億余り、こ

の会計に賛成いたしました。そして、この本会議においても賛成いたします。以上で、

私の賛成討論を終わります。 

（１３番 美濃良和君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第８９号を採決します。 

  議案第８９号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 
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  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８９号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９０号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９０号を採決します。 

  議案第９０号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９０号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９１号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９１号を採決します。 

  議案第９１号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９１号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９２号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 
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  ３番、田代哲郎君。 

（３番 田代哲郎君 登壇） 

○３番（田代哲郎君）    平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計決算認定の

反対討論を行います。 

  お年寄りを７５歳という年齢で区別して、あらゆる医療保険から切り離すという高齢

者の尊厳を無視した医療制度であって、例えば７５歳を超えても現役の人もあります。

現役でしっかり働いている人も協会けんぽには入れません。それから家族が協会けんぽ

に入っていたり共済保険に入っていたりということであっても、その扶養家族になるこ

ともできません。あらゆる保険から締め出して、そういう後期高齢者医療制度という保

険の中に年齢だけで区別して強制的に入らせるということは、やはり高齢者の尊厳も無

視した差別的医療制度であるということで、私たちは一貫して反対し、今でも廃止を求

めています。 

  そうした理由から平成２５年度後期高齢者医療特別会計の当初予算にも反対しており、

問題なく決算が執行されていても制度そのものに反対である以上、町は国の制度に沿っ

て執行したものですが、私たちはこの決算認定に賛成することはできませんので、反対

いたします。以上です。 

（３番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９２号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立多数） 

○議長（小椋孝一君）    起立多数です。 

  よって、議案第９２号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９３号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９３号を採決します。 

  議案第９３号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９３号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９４号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９４号を採決します。 

  議案第９４号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９４号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９５号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９５号を採決します。 

  議案第９５号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 
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  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９５号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９６号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９６号を採決します。 

  議案第９６号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９６号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９７号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９７号を採決します。 

  議案第９７号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９７号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第９８号に対し、討論を行います。 

  反対討論を行います。 



－１３７－ 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第９８号を採決します。 

  議案第９８号に対する委員長報告は、認定すべきものであります。 

  委員長報告のとおり認定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９８号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 散 会 

○議長（小椋孝一君）    本日はこれで散会します。 

（午後 ４時１８分） 

 


